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本
稿
で
は
、
台
湾
澎
湖
県
に
お
け
る
宮
廟
が
有
す
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
特
性
を
、
澎
湖
県
湖
西
郷
南
寮
村
の
宮
廟
で

あ
る
保
寧
宮
の
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
考
察
す
る
。

　

澎
湖
県
は
台
湾
海
峡
の
中
央
に
浮
か
ぶ
澎
湖
諸
島
に
設
置
さ
れ

た
中
華
民
国
の
県
で
あ
る
。
現
在
澎
湖
県
に
は
計
一
五
六
宇
の
宮

廟
が
あ
る
と
い
わ
れ（
る
）
1

。
澎
湖
で
は
ど
ん
な
に
小
さ
な
村
を
訪
れ

て
も
、
村
の
中
心
に
二
・
三
階
建
て
の
極
彩
色
の
修
飾
に
覆
わ
れ

た
立
派
な
宮
廟
が
あ
り
、
そ
の
前
の
広
場
は
村
人
が
生
活
上
の

様
々
な
目
的
で
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
九
年
に
か
け
て
、
澎
湖
県
の

次
の
宮
廟
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

①
保
寧
宮
（
湖
西
郷
南
寮
村
）
二
〇
一
七
年
三
月
、
二
〇
一
八

年
二
・
八
月

②
天
后
宮
（
湖
西
郷
湖
西
村
）
二
〇
一
八
年
八（
月
）
2

③
祖
師
廟
（
馬
公
市
西
文
里
）
二
〇
一
七
年
三
月

④
龍
徳
宮
（
白
沙
郷
講
美
村
）
二
〇
一
七
年
三
月

　

最
も
多
く
訪
れ
た
の
が
、
南
寮
村
の
宮
廟
で
あ
る
保
寧
宮
で
あ

る
。
元
宵
節
の
祭
祀
活
動
（
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
か
ら
三
日

間
）
と
保
寧
宮
の
主
神
で
あ
る
保
生
大
帝
の
神
誕
祭
祀
（
二
〇
一

八
年
四
月
二
九
日
）
を
参
観
し
た
。
そ
の
他
に
台
湾
本
島
高
雄
市

に
あ
る
保
寧
宮
の
分
霊
廟
で
あ
る
高
南
保
安
宮
の
建
廟
三
周
年
記

念
祭
典
（
二
〇
一
八
年
九
月
）
と
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
台
北
市

大
龍
峒
保
安
宮
で
開
催
さ
れ
た
、
保
生
大
帝
を
祀
る
宮
廟
の
全
国

大
会
で
あ
る
「
台
湾
保
生
大
帝
信
仰
総
会
」
に
南
寮
村
保
寧
宮
の

信
者
と
一
緒
に
参
加
し
た
。

　

澎
湖
の
各
宮
廟
で
は
、
媽
祖
や
王
爺
、
保
生
大
帝
等
の
道
教
神

三
五
五

台
湾
澎
湖
県
に
お
け
る
宮
廟
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て

─
─
湖
西
郷
南
寮
村
の
保
寧
宮
を
中
心
と
し
て
─
─
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谷

裕

子
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の
信
仰
を
軸
と
し
た
宗
教
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
道

教
神
祭
祀
は
台
湾
本
島
や
中
国
大
陸
、
東
南
ア
ジ
ア
に
住
む
漢
民

族
を
中
心
と
し
て
現
在
も
盛
大
に
実
施
さ
れ
て
い
て
、
文
化
人
類

学
者
や
民
俗
学
者
、
宗
教
学
者
に
よ
る
豊
富
な
研
究
事
例
が
あ
る
。

筆
者
も
か
つ
て
安
徽
省
徽
州
地
方
や
福
建
省
の
神
誕
祭
祀
や
道
教

儀
礼
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
こ
と
が
あ（
る
）
3

。
筆
者
は
澎
湖
県
（
以

下
澎
湖
と
略
す
）
の
宮
廟
を
調
査
し
て
、
次
の
二
つ
の
特
徴
が
あ

る
と
感
じ（
た
）
4

。

　

一
つ
は
宮
廟
で
行
わ
れ
る
祭
祀
や
宗
教
儀
礼
が
、
他
地
域
と
比

べ
て
よ
り
伝
統
的
な
要
素
を
残
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

澎
湖
諸
島
は
台
湾
本
島
よ
り
中
国
大
陸
に
近
い
と
い
う
地
理
的
な

理
由
か
ら
、
台
湾
本
島
よ
り
先
に
閩
南
地
方
か
ら
の
移
民
に
よ
る

開
発
が
行
わ
れ
た
。
現
在
澎
湖
の
宮
廟
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
祀
儀

礼
に
は
、
彼
ら
の
故
郷
で
あ
る
閩
南
地
方
の
習
俗
が
色
濃
く
残
っ

て
い
る
。
そ
の
閩
南
地
方
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
道

教
や
民
間
信
仰
が
邪
教
や
迷
信
と
し
て
制
限
さ
れ
た
が
、
一
九
八

〇
年
以
降
に
は
、
そ
こ
に
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
地
域
振
興
を
兼
ね
た
復
活
や
「
再
創
生
」
と
い
う

形
で
祭
祀
儀
礼
が
実
施
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
台
湾
本
島
に

お
け
る
道
教
儀
礼
や
祭
祀
に
つ
い
て
も
、
都
市
化
の
影
響
を
受
け

て
、
職
業
宗
教
者
や
商
業
劇
団
を
雇
っ
た
商
業
的
色
彩
を
帯
び
た

祭
祀
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
い
る
。
現
在
の
澎
湖
の
宮
廟
信
仰
は
、

先
住
民
が
故
郷
か
ら
持
ち
込
ん
だ
信
仰
を
、
後
裔
が
開
拓
者
精
神

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
尊
び
継
承
し
て
き
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
故

郷
の
閩
南
地
方
や
台
湾
本
島
で
は
す
で
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
古

い
習
俗
が
残
さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
儀
礼
は
外
部
の
職
業
宗
教
者
を

雇
わ
ず
に
、
村
人
が
法
師
や
乩
童
に
な
っ
て
執
り
行
う
。

　

二
つ
目
の
特
徴
は
、
宮
廟
が
「
宗
教
空
間
」
で
あ
る
と
同
時
に

地
域
住
民
が
共
同
管
理
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
う
「
公
共

空
間
」
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
澎
湖
の
宮
廟
が

「
宗
教
空
間
」
と
「
公
共
空
間
」
の
双
方
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て

い
る
こ
と
は
、
そ
の
表
記
に
同
じ
発
音
で
あ
る
「
宮
廟
」
と
「
公

廟
」
の
双
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
筆
者
が
南
寮
村

の
保
寧
宮
を
調
査
し
た
時
に
、
南
寮
社
区
発
展
協
会
理
事
長
の
陳

有
澤
氏
に
、「
な
ぜ
澎
湖
に
は
『
公
廟
』
と
『
宮
廟
』
の
二
種
類

の
表
記
が
あ
る
の
で
す
か
。」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
陳
氏
は
、「
宗

教
活
動
を
行
う
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
時
は
『
宮
廟
』
と
表
記

し
、
村
人
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
う

公
共
施
設
で
あ
る
こ
と
を
示
す
時
は
『
公
廟
』
と
表
記
し
ま

す
。」
と
答
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
地
域
住
民
が
宮
廟
を
、

「
公
共
性
」
と
「
宗
教
性
」
の
双
方
の
機
能
を
兼
ね
備
え
る
場
と

し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、「
公
共
空
間
」
と
し
て
の

三
五
六
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宮
廟
の
役
割
に
興
味
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

南
寮
村
保
寧
宮
の
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
行
う
公
共
施
設
で
あ
る
「
公
廟
」
と
し
て
の
特
徴
は

次
の
点
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。

一
、
祭
祀
の
運
営
基
盤
が
特
定
の
運
営
団
体
で
な
く
、
村
の
境

界
内
全
域
の
血
縁
関
係
と
地
縁
関
係
を
基
盤
と
し
た
基
層
組

織
で
あ
る
「
甲
頭
」
に
あ
る
。
各
甲
頭
か
ら
毎
年
輪
番
で
選

出
さ
れ
た
郷
老
が
、
当
年
の
祭
祀
運
営
の
責
任
者
と
な
り
、

村
の
男
性
が
生
涯
に
一
度
は
必
ず
郷
老
と
し
て
祭
祀
運
営
に

携
わ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

二
、
祭
祀
の
運
営
費
用
は
、
甲
頭
に
所
属
す
る
住
民
全
員
が
納

め
る
丁
口
銭
と
有
志
の
寄
付
と
で
賄
わ
れ
る
。
祭
祀
は
住
民

全
員
が
金
と
力
を
出
す
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
住
民
は
村
ぐ

る
み
で
実
施
さ
れ
る
祭
祀
を
通
じ
て
、
村
や
甲
頭
に
対
す
る

帰
属
意
識
を
確
認
す
る
。

三
、
公
廟
に
お
け
る
公
共
性
を
構
成
す
る
社
会
関
係
は
地
域
内

の
基
層
組
織
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
信
仰
を
媒
体
と
し
て

関
係
を
結
ん
だ
他
地
域
の
交
陪
廟
や
分
霊
廟
と
の
交
流
活
動

を
通
じ
て
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
の
社
会
関
係
も
包
含
さ
れ
る
。

　

澎
湖
で
は
公
廟
の
「
公
」
を
ど
の
よ
う
な
概
念
で
用
い
て
い
る

の
か
を
陳
有
澤
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
陳
氏
は
次
の
二
つ
の
例
を

挙
げ
て
答
え
て
下
さ
っ
た
。

一
、
澎
湖
の
廟
に
は
「
公
廟
」
と
「
私
廟
」
の
区
別
が
あ
る
。

個
人
が
運
営
す
る
廟
が
私
廟
で
あ
る
。
村
人
の
共
有
資
源
で

村
人
が
協
力
し
て
共
同
管
理
す
る
廟
が
公
廟
で
あ
る
。

二
、
南
寮
村
の
正
月
（
旧
暦
）
行
事
に
も
「
公
」
と
「
私
」
の

区
別
が
あ
る
。
一
日
か
ら
五
日
ま
で
は
家
族
や
親
族
間
で
私

的
に
正
月
を
過
ご
す
が
、
一
五
日
の
元
宵
節
は
村
ぐ
る
み
で

公
廟
で
行
う
村
の
公
的
行
事
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
例
か
ら
澎
湖
に
お
け
る
「
公
」
は
、
官
の
公
権
力

を
示
す
「
公
」
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
共
有
資
源
や
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
協
力
し
て
行
う
活
動
を
「
公
」
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
澎
湖
で
は
多
く
の
村
が
漁
場

や
天
然
紫の

菜り

の
採
取
権
を
村
の
公
有
財
産
と
し
て
所
有
管
理
し
て

い
る
が
、
そ
の
管
理
に
も
公
廟
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

複
数
の
村
で
一
つ
の
島
の
紫
菜
の
採
取
権
を
共
同
管
理
す
る
と
い

う
「
公
」
の
重
層
構
造
も
認
め
ら
れ
る
。

　

澎
湖
の
公
廟
に
認
め
ら
れ
る
共
同
性
や
「
公
」
の
存
在
に
つ
い

て
、
先
行
研
究
で
は
主
に
共
同
体
論
や
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
論

と
い
っ
た
視
座
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
室
田
武
は
ロ
ー
カ

ル
・
コ
モ
ン
ズ
に
つ
い
て
、「
地
域
社
会
の
人
々
が
、
そ
の
地
域
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に
あ
る
天
然
資
源
な
い
し
は
空
間
を
、
外
部
か
ら
の
強
制
に
よ
る

の
で
も
な
く
、
私
的
な
利
潤
追
求
の
た
め
に
で
も
な
く
、
共
同
で

利
用
し
管
理
す
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
よ

う
な
意
味
で
の
共
同
利
用
、
管
理
の
対
象
と
な
る
天
然
資
源
な
い

し
は
空
間
そ
の
も
の
も
コ
モ
ン
ズ
と
考
え（
る
）
5

。」
と
定
義
し
て
い

る
。
持
続
可
能
な
発
展
を
実
現
し
え
る
社
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
今
、「
公
（
官
）」
と
「
私
（
個
）」
の
間
に
存
在
す
る
共

同
性
を
帯
び
た
中
間
団
体
の
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
役

割
が
注
目
さ
れ
、
世
界
各
地
の
具
体
例
を
分
析
し
た
コ
モ
ン
ズ
研

究
が
幅
広
い
分
野
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

中
国
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
菅

豊
氏
は
、
中
国
社
会
の
構
成
原
理
を
、「
可
変
的
か
つ
流
動
的
な

『
関
係
』
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ
る
。」
と
理
解
し
た
う
え
で
、

中
国
の
伝
統
社
会
に
お
け
る
コ
モ
ン
ズ
は
、「
村
落
共
同
体
の
よ

う
に
時
間
的
に
継
続
さ
れ
、
空
間
的
に
画
定
さ
れ
た
固
定
的
構
造

で
は
な
く
、
個
人
を
媒
介
す
る
流
動
的
か
つ
可
変
的
な
網
の
目
状

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
合
目
的
的
か
つ
合
理
的
な
意
思
に

よ
っ
て
結
ば
れ
る
非
空
間
的
な
柔
軟
構
造
を
も
っ
て
き
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
コ
モ
ン
ズ
の
あ
り
方
を
『
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
モ
ン
ズ
』
と
呼
ぼ（
う
）
6

。」
と
述
べ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
基
盤
と
し
、
空
間
規
定
的
で
あ
る
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型

コ
モ
ン
ズ
と
の
相
違
を
強
調
し
た
。
本
稿
で
考
察
す
る
澎
湖
の
宮

（
公
）
廟
は
、
信
仰
を
媒
介
と
し
て
外
部
の
集
団
と
積
極
的
に
関

係
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
モ
ン
ズ
の
機
能
も
包
含
し
て
い
る

が
、
そ
の
主
な
組
織
構
造
は
村
内
全
域
の
血
縁
関
係
と
地
縁
関
係

を
基
盤
と
し
て
、
長
年
間
継
承
さ
れ
空
間
的
に
画
定
さ
れ
た
固
定

的
構
造
で
あ
り
、
菅
氏
が
指
摘
す
る
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
コ

モ
ン
ズ
と
共
通
す
る
構
成
原
理
を
有
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

宮
廟
の
、
巫
術
を
用
い
る
法
師
と
霊
媒
師
の
乩
童
が
宗
教
儀
礼

を
行
う
宗
教
施
設
と
し
て
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
澎
湖
で
は
村
の
子
供
が
宮
廟
で
法
術
を
学
び
、
宗
教
行
事

に
参
加
す
る
。
子
供
た
ち
に
村
に
伝
わ
る
宗
教
儀
礼
を
教
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
村
の
共
同
体
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
な
秩
序
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ

れ
て
い
る
。

二
、
宮
廟
の
祭
祀
に
関
わ
る
宗
教
儀
礼
は
、
村
の
住
民
で
あ
る

法
師
や
乩
童
が
無
報
酬
で
行
う
。
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
一

般
的
に
は
宗
教
界
で
は
道
士
よ
り
下
の
社
会
的
位
置
に
属
す

る
と
さ
れ
て
い
る
巫
術
使
い
の
法
師
や
、
宗
教
界
で
最
下
層

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
霊
媒
師
の
乩
童
が
、
澎
湖
に
お
い
て

は
、「
公
」
に
奉
仕
す
る
公
的
宗
教
者
と
し
て
社
会
的
に
認

三
五
八
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さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
澎
湖
で
は
法
師
、
乩
童
と
い
う

宗
教
者
と
し
て
の
属
性
よ
り
、
彼
ら
が
公
に
奉
仕
す
る
身
分

で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

宮
廟
で
法
師
や
乩
童
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
巫
術
を
用
い
た
宗

教
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
台
湾
本
島
や
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
漢

人
社
会
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
宗
教
学
者
、
人
類
学
者
に
よ
る
研

究
が
進
ん
で
い
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ら
都
市
社
会
に
み
ら
れ

る
法
師
や
乩
童
の
多
く
は
報
酬
を
得
る
た
め
に
宗
教
儀
礼
を
行
う

職
業
宗
教
者
で
あ
り
、
無
報
酬
で
地
域
社
会
に
奉
仕
す
る
澎
湖
の

宮
廟
の
法
師
や
乩
童
と
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
役
割
や
住
民
と

の
関
係
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
社
会
に
存
在
す
る
「
公
」
や
コ
モ
ン
ズ
は
、
地
域
住
民
が

生
活
上
の
必
要
に
応
じ
て
自
律
的
に
生
み
出
し
た
秩
序
や
社
会
組

織
で
あ
り
、
そ
の
具
体
相
は
、
地
域
が
置
か
れ
て
い
る
自
然
環

境
・
産
業
構
造
・
住
民
構
成
や
土
地
資
源
の
利
用
形
態
に
よ
り
大

き
く
異
な
る
。
菅
氏
が
中
国
の
コ
モ
ン
ズ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
モ
ン
ズ
は
、
先
行
研
究
か
ら
最
大
公
約
数

を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
各
地
の
地
域
住
民
が
集
団
生
活

の
必
要
に
応
じ
て
生
み
だ
し
た
多
様
な
共
同
性
の
具
体
相
に
つ
い

て
考
察
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
多
様
性
と
包
摂
性
に
富
ん
だ
中

国
の
コ
モ
ン
ズ
像
を
描
出
で
き
よ
う
。

　

本
稿
で
は
、
他
の
漢
民
族
地
域
と
比
べ
て
よ
り
伝
統
的
な
習
俗

が
継
承
さ
れ
て
い
る
澎
湖
諸
島
を
対
象
と
し
て
、
地
域
社
会
の
公

的
存
在
で
あ
る
宮
廟
が
宗
教
空
間
と
公
共
空
間
の
双
方
の
性
格
を

備
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
宮
廟
が
地
域
社
会
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
社
会
的
機
能
を
有
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
て
い
き
た
い
。

　

第
一
節
で
は
、
澎
湖
の
宮
廟
が
宗
教
空
間
と
公
共
空
間
の
双
方

の
機
能
を
兼
ね
備
え
る
よ
う
に
至
っ
た
経
緯
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、

開
拓
民
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
祀
ら
れ
た
神
が
、
定
住
後
の
社
会

の
変
遷
に
合
わ
せ
て
多
様
な
機
能
を
附
与
さ
れ
て
、
村
の
守
護
神

と
し
て
の
役
割
を
授
け
ら
れ
た
経
緯
を
述
べ
る
。
次
に
、
公
共
空

間
と
し
て
の
宮
廟
を
支
え
る
地
域
の
基
層
組
織
で
あ
る
甲
頭
の
由

来
と
、
甲
頭
か
ら
選
出
さ
れ
る
祭
祀
運
営
の
世
話
役
で
あ
る
郷
老

の
役
割
か
ら
、
祭
祀
活
動
と
自
治
組
織
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

宮
廟
の
宗
教
空
間
と
し
て
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
宗
教
的
要
素
を

支
え
る
法
教
と
法
教
の
担
い
手
で
あ
る
法
師
と
乩
童
の
特
徴
と
、

地
域
社
会
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

第
二
節
で
は
、
澎
湖
の
宮
廟
の
宗
教
空
間
と
公
共
空
間
の
具
体

相
を
、
湖
西
郷
南
寮
村
の
保
寧
宮
を
通
じ
て
考
察
す
る
。
地
域
の

鎮
守
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
保
寧
宮
が
、
信
仰
活
動
や
祭
祀
運

営
を
通
じ
て
住
民
間
の
凝
集
力
を
強
化
す
る
社
会
的
機
能
を
備
え

三
五
九
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て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
他
地
域
の
宮
廟
と
の
活
発

な
交
流
活
動
を
通
じ
て
外
部
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
不
断
に

構
築
し
て
い
く
、
開
か
れ
た
公
共
空
間
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

第
一
節　

澎
湖
に
お
け
る
宮
廟
信
仰

Ⅰ　

澎
湖
の
宮
廟
の
始
ま
り

　

澎
湖
県
は
台
湾
海
峡
の
中
央
に
浮
か
ぶ
約
九
〇
の
島
々
か
ら
な

る
澎
湖
諸
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
人
口
は
約
一
〇
万
人
で
、
そ
の

内
約
七
万
七
千
人
が
県
政
府
所
在
地
の
馬
公
市
が
置
か
れ
る
澎
湖

本
島
に
居
住
す
る
。
澎
湖
の
自
然
条
件
は
、
台
湾
本
島
よ
り
は
る

か
に
厳
し
い
。
島
内
に
山
地
が
な
い
こ
と
か
ら
年
間
降
水
量
が
約

一
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
少
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
塩
分
を
含
む
強

風
に
見
舞
わ
れ
る
。
さ
ら
に
全
体
が
玄
武
岩
か
ら
成
る
痩
せ
た
土

壌
で
あ
る
た
め
に
植
生
が
育
ち
難
く
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
落
花
生
、

南
瓜
等
の
限
ら
れ
た
作
物
し
か
栽
培
で
き
な
い
。
住
民
は
、
豊
富

に
存
在
す
る
玄
武
岩
と
珊
瑚
を
古
く
か
ら
活
用
し
、
珊
瑚
片
を
用

い
た
強
風
か
ら
畑
の
作
物
を
保
護
す
る
塀（
菜
宅
）や
家
を
造
っ
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
台
湾
本
島
と
異
な
る
景
観
が
、
島
独
特
の
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
現
在
の
澎
湖
は
、
年
間
百
万
人
を
超
え

る
観
光
客
が
訪
れ
る
海
洋
資
源
に
恵
ま
れ
た
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
人
気
を
集
め
、
観
光
業
と
漁
業
が
主
要
産
業
と
な
っ
て
い（
る
）
7

。

　

澎
湖
は
台
湾
本
島
よ
り
先
に
、
閩
南
地
方
か
ら
の
移
民
に
よ
る

開
発
が
行
わ
れ
た
。
南
宋
の
史
書
『
諸
蕃
志
』
に
、「
泉
州
に
あ

る
海
島
を
澎
湖
と
言
い
、
晋
江
県
に
属
す（
る
）
8

」
と
の
記
載
が
あ
る
。

元
朝
の
世
祖
ク
ビ
ラ
イ
の
至
元
一
八
年
（
一
二
八
一
年
）
に
澎
湖

に
正
式
に
巡
検
司
が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
澎
湖
は
台
湾
よ
り

四
〇
三
年
早
く
中
国
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
た
。
現
在
約
一
〇
万

人
い
る
澎
湖
の
住
民
の
大
半
は
、
明
清
以
降
に
閩
南
の
泉
州
・
漳

州
地
域
か
ら
移
住
し
た
漢
民
族
で
あ
る
。
特
に
清
代
に
な
る
と
、

澎
湖
に
巡
検
司
に
加
え
て
通
判
を
設
置
し
、
海
上
補
給
基
地
と
し

て
の
役
割
を
与
え
、
閩
南
の
居
民
が
自
由
に
澎
湖
に
移
住
す
る
こ

と
を
許
可
し
た
。
朝
廷
は
さ
ら
に
海
防
の
た
め
に
水
軍
を
澎
湖
に

駐
在
さ
せ
た
の
で
、
清
以
降
の
澎
湖
は
大
陸
と
の
交
通
の
要
衝
、

あ
る
い
は
軍
事
拠
点
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
澎
湖
に
駐

在
し
た
こ
れ
ら
の
官
兵
が
定
住
し
た
の
で
人
口
が
急
激
に
増
加

し（
た
）
9

。

　

現
在
澎
湖
の
宮
廟
で
行
わ
れ
て
い
る
信
仰
儀
式
に
は
、
彼
ら
の

故
郷
で
あ
る
閩
南
地
方
の
習
俗
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
黄
有
興

氏
は
、
泉
州
・
漳
州
地
域
に
は
古
来
よ
り
巫
術
を
用
い
て
吉
凶
を

占
っ
て
駆
鬼
や
治
病
祈
願
を
す
る
習
俗
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
現
在
の
澎
湖
の
宮
廟
信
仰
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
次

三
六
〇
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の
よ
う
に
述
べ
て
い（
る
）
10

。

福
建
か
ら
澎
湖
へ
の
航
路
は
台
風
の
通
路
で
、
風
浪
が
荒
く

海
賊
が
跋
扈
し
た
。
人
々
は
こ
の
危
険
通
路
を
未
発
達
な
航

海
術
に
頼
っ
て
決
死
の
覚
悟
で
渡
っ
た
。
移
住
後
の
開
拓
地

に
お
い
て
も
、
慣
れ
な
い
風
土
で
天
災
や
疫
病
に
苦
し
む

日
々
を
過
ご
し
た
。
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
過
酷
な
自
然
環
境

下
に
置
か
れ
た
彼
ら
が
精
神
的
な
拠
り
所
と
し
た
の
が
、
航

海
神
の
媽
祖
神
や
、
故
郷
の
廟
か
ら
分
霊
し
て
連
れ
て
き
た

地
域
神
や
道
教
神
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の
神
像
を
海

辺
の
小
屋
や
定
住
先
の
農
舎
に
祀
り
、
神
の
加
護
に
よ
る
日

常
生
活
の
平
穏
無
事
を
祈
っ
た
。
病
気
や
天
災
等
の
困
難
に

直
面
す
る
と
、
故
郷
の
習
俗
で
あ
る
ポ
エ
や
巫
術
を
介
し
て

神
に
解
決
方
法
を
尋
ね
た
。
多
く
の
人
の
苦
境
を
救
っ
た
霊

験
あ
ら
た
か
な
神
の
下
に
は
、
評
判
を
聞
き
つ
け
て
多
数
の

住
民
が
祈
願
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
信
者
が
共
同

で
金
を
出
し
て
廟
を
設
け
て
神
像
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
廟
が
村
人
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
次
世
代
に
継
承
さ
れ

て
い
く
う
ち
に
、
今
日
の
澎
湖
の
宮
廟
信
仰
と
し
て
定
着
す

る
に
至
っ
た
。

　

表
１
は
『
続
修
澎
湖
県
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
一
五
六
宇
の
民
間

信
仰
に
属
す
る
廟
の
主
神
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
六
一

表 1　澎湖の寺廟の主神統計
主神名 廟数 主神名 廟数 主神名 廟数 主神名 廟数 主神名 廟数

王爺 43 水仙尊王 4 先生公 1 顯濟靈王 1 良君爺 1

関聖帝君 18 玉皇大帝 3 柳星君 1 忠勇候 1 蕭府公姐 1

玄天上帝 16 城隍 3 洪先生公 1 趙公明 1 武帥 1

觀音菩薩 11 萬善爺 / 有應公 3 陰陽公 1 開天先帝 1 黃玉泰 1

福德正神 10 三官大帝 2 臨水夫人 1 許府真君 1 吳必力 1

天上聖母 7 清水祖師 2 姑婆媽 1 太白金星 1

保生大帝 5 夫人媽 2 天仙府大帝 1 玉皇公主 1

哪吒三太子 4 將軍公 2 伏魔大將軍 1 文相公 1 合計 156

『続修澎湖県志・宗教志』15 頁所収表 1-2「澎湖寺廟主神統計」に基づき作成
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こ
れ
ら
の
澎
湖
の
宮
廟
の
祭
神
が
主
に
ど
の
よ
う
な
神
格
を
備

え
て
い
る
の
か
を
紹
介
す
る
。

　

①
保
健
神
（
王
爺
神
、
保
生
大
帝
）　

澎
湖
で
四
三
宇
と
最
も

多
く
祀
ら
れ
て
い
る
の
が
王
爺
神
で
あ
る
。
王
爺
神
は
疫
死
者
の

怨
霊
を
祀
っ
た
祟
り
神
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
開
拓
地
に
蔓

延
す
る
マ
ラ
リ
ア
・
コ
レ
ラ
・
ペ
ス
ト
等
の
疫
病
に
苦
し
む
移
住

民
は
疫
病
神
で
あ
る
王
爺
に
避
瘟
治
病
を
祈
願
し（
た
）
11

。
泉
州
の
名

医
で
あ
っ
た
呉
夲
を
神
格
化
し
た
と
さ
れ
る
保
生
大
帝
も
、
病
気

を
治
す
医
療
神
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

②
護
航
神
（
天
上
聖
母
・
水
仙
尊
王
・
玄
天
上
帝
）　

移
民
が

始
め
に
直
面
す
る
問
題
は
渡
航
の
困
難
で
あ
る
。
移
住
後
も
多
く

の
人
が
漁
業
で
生
計
を
立
て
た
の
で
、
航
海
の
無
事
を
祈
る
護
航

神
が
好
ん
で
祀
ら
れ
た
。
最
も
有
名
な
の
が
天
上
聖
母
（
媽
祖
）

で
、
澎
湖
に
は
台
湾
で
最
も
早
く
建
立
さ
れ
た
媽
祖
廟
が
あ
る
。

水
仙
尊
王
は
水
中
に
棲
む
仙
人
の
意
味
で
、
屈
原
・
李
白
等
の
溺

死
者
を
指
す
航
海
神
で
あ
る
。
北
極
星
の
神
格
化
と
言
わ
れ
る
玄

天
上
帝
は
、
海
上
で
方
位
を
測
定
す
る
た
め
の
星
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
護
航
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。

　

③
郷
土
神
（
保
生
大
帝
・
清
水
祖
師
）　

早
期
移
民
は
過
酷
な

生
活
環
境
に
対
処
す
る
た
め
に
、
同
郷
で
一
致
団
結
し
て
開
拓
を

行
う
こ
と
が
多
く
、
同
郷
意
識
を
高
め
る
た
め
に
故
郷
か
ら
連
れ

て
き
た
郷
土
神
を
祀
っ
た
。
表
中
の
保
生
大
帝
・
清
水
祖
師
は
共

に
泉
州
地
方
の
郷
土
神
で
あ
る
。
保
生
大
帝
は
名
医
、
清
水
祖
師

は
法
力
が
高
い
高
僧
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

④
土
地
神
（
福
徳
正
神
）　

開
拓
民
は
豊
穣
と
安
全
を
祈
る
土

地
神
の
主
流
で
あ
る
福
徳
正
神
を
早
く
か
ら
村
落
内
に
祀
っ
た
。

福
徳
正
神
は
主
神
で
な
く
て
も
、
澎
湖
の
各
宮
廟
の
正
殿
の
一
角

に
必
ず
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

⑤
女
神
・
救
苦
神
（
天
上
聖
母
・
臨
水
夫
人
・
観
音
菩
薩
）　

開
拓
地
の
婦
女
が
日
常
生
活
で
生
じ
る
様
々
な
悩
み
の
解
決
を
求

め
て
祀
ら
れ
た
の
が
前
述
の
天
上
聖
母
（
媽
祖
）
や
安
産
を
司
る

臨
水
夫
人
等
の
女
神
で
あ
る
。
仏
教
神
で
あ
る
観
音
菩
薩
も
、
衆

生
を
苦
海
か
ら
済
度
す
る
慈
悲
深
い
女
神
と
し
て
人
気
が
あ
り
、

一
一
宇
の
宮
廟
の
主
神
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
神
格
に
は
、
当
時
の
開
拓
民
が
新
天
地
で
海
難
や
疫

病
等
の
苦
難
か
ら
逃
れ
て
生
き
抜
こ
う
と
す
る
切
実
な
希
求
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
開
拓
民
の
困
境
を
救
う
た

め
に
祀
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
神
が
、
定
住
後
の
社
会
の
変
遷
や
廟
の

成
長
過
程
に
応
じ
て
、
本
来
と
異
な
る
様
々
な
機
能
を
附
与
さ
れ

た
結
果
、
現
在
の
宮
廟
に
お
い
て
は
村
全
体
の
鎮
護
と
繁
栄
を
保

障
す
る
村
の
守
護
神
と
し
て
の
役
割
を
授
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
宮
廟
の
主
神
が
村
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

三
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台
湾
澎
湖
県
に
お
け
る
宮
廟
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て

）

四
九　
（

っ
た
過
程
を
、
自
治
組
織
の
発
達
と
の
関
連
か
ら
考
察
し
て
い
き

た
い
。

Ⅱ　

宮
廟
と
自
治
組
織
と
の
関
係

　

現
在
の
澎
湖
の
村
の
宮
廟
は
、
い
か
な
る
主
神
で
あ
ろ
う
と
、

村
人
の
私
的
な
祈
願
に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、
村
の
全
域
に
常
駐

す
る
神
兵
を
統
率
し
、
邪
鬼
や
疫
病
の
村
へ
の
侵
入
を
防
ぎ
住
民

の
平
安
無
事
を
保
障
す
る
、
陰
界
に
お
け
る
地
方
自
治
の
指
導
者

と
し
て
の
役
割
が
授
け
ら
れ
て
い
る
。
主
神
が
指
揮
す
る
神
兵
が
、

村
の
東
西
南
北
の
村
境
と
、
中
央
に
設
け
ら
れ
た
五
か
所
の
軍
営

（
五
営
）
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。
各
宮
廟
の
祭
祀
で
は
、
住
民
が

主
神
を
載
せ
た
神
輿
を
担
い
で
村
内
の
五
営
を
巡
回
す
る
遶
境
や
、

主
神
が
神
兵
を
閲
兵
す
る
儀
礼
等
が
実
施
さ
れ（
る
）
12

。

　

宮
廟
の
主
神
が
村
の
統
率
者
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
の
は
、

宮
廟
が
村
の
自
治
組
織
と
密
接
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
今
日
に
至

っ
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
宮
廟
と
村
の
自

治
組
織
の
関
係
を
中
心
に
述
べ
た
い
。

（
一
）
甲
頭
と
郷
老

　

清
代
、
澎
湖
の
行
政
区
は
澳
、
社
、
甲
か
ら
構
成
さ
れ
る
澳
甲

制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
社
（
或
い
は
郷
）
は
、
現
在
の
村
に
相

当
し
、
数
社
で
「
澳
」
が
編
制
さ
れ
た
。
社
（
郷
）
は
数
甲
に
分

け
ら
れ
、
一
〇
戸
で
一
甲
が
編
制
さ
れ
た
。
澳
甲
制
で
は
甲
内
の

人
々
が
相
互
に
思
想
行
動
を
監
視
し
、
甲
内
の
一
戸
が
罪
を
犯
し

て
も
通
報
し
な
い
場
合
は
甲
全
体
に
連
帯
責
任
を
負
わ
せ（
た
）
13

。
清

末
に
至
る
と
、
政
府
は
甲
組
織
に
銭
糧
の
徴
収
の
任
務
を
負
わ
せ

た
。
光
緒
『
澎
湖
庁
誌
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

澳
ご
と
に
澳
甲
を
設
け
て
銭
糧
の
徴
収
を
管
理
さ
せ
る
こ
と
。

即
ち
社
（
郷
）
に
一
人
、
或
い
は
数
名
を
担
当
さ
せ
る
。
例

え
ば
南
寮
村
に
お
い
て
は
一
社
に
四
姓
の
宗
族
が
い
る
の
で
、

各
澳
甲
四
名
に
担
当
さ
せ（
る
）
14

。

　

こ
の
記
載
か
ら
、
郷
内
の
甲
の
実
際
の
編
成
は
一
〇
戸
で
一
甲

と
す
る
の
で
な
く
、
実
際
は
一
宗
族
単
位
を
一
甲
に
充
て
て
宗
族

ご
と
に
徴
税
業
務
を
請
け
負
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
こ
の
清
代
澎
湖
の
基
層
組
織
で
あ
っ
た

「
甲
」
が
現
在
の
宮
廟
の
運
営
基
盤
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
点

で
あ（
る
）
15

。

　

表
２
は
湖
西
郷
に
属
す
る
二
二
の
村
に
お
け
る
甲
の
編
制
で
あ

る
。
清
代
か
ら
の
甲
組
織
を
、
居
住
地
域
の
血
縁
関
係
と
人
数
比

率
の
変
化
に
応
じ
て
調
整
し
た
も
の
で
、
大
半
の
村
が
「
東
甲
」

「
東
北
甲
」
等
の
方
位
で
命
名
し
て
い
る
が
、「
頂
甲
」「
二
甲
」

「
三
甲
」
と
簡
単
に
数
で
表
す
村
や
、「
趙
姓
甲
」「
許
姓
甲
」
等

三
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史
　
　
　
学
　
第
八
九
巻
　
第
四
号

）

五
〇　
（

居
住
者
の
姓
を
命
名
す
る
村
も
あ
る
。『
続
修
澎
湖
県
志
』
に
よ

れ
ば
、
現
在
こ
れ
ら
の
甲
は
、
宮
廟
の
祭
祀
活
動
や
村
の
自
治
活

動
を
請
け
負
う
義
務
単
位
と
し
て
機
能
し
て
い（
る
）
16

。
各
甲
は
毎
年

輪
番
で
「
郷
老
」
と
「
頭
家
」
各
一
名
を
選
出
す
る
。
具
体
的
な

業
務
内
容
は
村
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、「
郷
老
」
の
主
要
任
務
は

宮
廟
の
運
営
や
祭
祀
儀
礼
に
甲
の
代
表
者
と
し
て
一
年
間
携
わ
る

こ
と
で
あ
る
。
郷
老
は
、
祭
祀
儀
礼
時
に
伝
統
礼
服
の
長
袍
を
身

に
着
け
て
参
加
す
る
。「
頭
家
」
は
宮
廟
に
納
め
る
「
丁
口
銭
」

を
甲
内
の
全
家
庭
か
ら
徴
収
す
る
。
郷
老
に
な
る
資
格
は
村
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
甲
内
の
五
〇
歳
以
上
の
既
婚
の
男
性
を
輪
番
で

選
出
す
る
村
が
多
い
。
宮
廟
の
年
中
行
事
は
非
常
に
多
く
、
他
村

の
親
し
い
関
係
を
結
ん
で
い
る
交
陪
廟
の
祭
祀
や
複
数
の
宮
廟
と

共
同
で
行
う
連
合
祭
祀
な
ど
の
外
地
で
実
施
さ
れ
る
行
事
に
も
村

の
代
表
と
し
て
参
加
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
、
郷
老
の
負
担
は
大

き
い
。

（
二
）
宮
廟
の
社
会
的
機
能

　

澎
湖
の
多
く
の
村
が
、
漁
業
に
関
連
す
る
経
済
価
値
の
あ
る
公

有
財
産
を
所
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
公
有
財
産
の
管
理
に
宮
廟
が

深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

漁
業
関
係
の
村
有
財
産
と
し
て
は
、
漁
場
や
天
然
紫
菜
の
採
取

三
六
四

表 2　澎湖県湖西郷 22 村の甲編制
村 名 甲 数 甲　　　名  村 名 甲 数 甲　　　名

湖西村 4 頭甲 二甲 三甲 四甲 中西村 3 北甲 中甲 南甲 

湖東村 4 頂寮甲 下寮甲 中寮甲 北甲 鼎灣村 3 東甲 南甲 北甲

青螺村 3 東甲 中甲 西甲  潭邊村 4 趙姓甲 許姓甲 歐姓甲 陳姓甲

白坑村 4 頂甲 二甲 三甲 四甲 許家村 4 頂甲 東甲 西甲 中甲

南寮村 3 頂甲 中甲 西甲  城北村 3 東甲 中甲 後甲

北寮村 3 東甲 南甲 西甲  太武村 2 前甲 後甲

紅羅村 3 頂甲 中甲 下中甲  隘門村 5 頂甲 東甲 中甲 南甲 東西甲 

西溪村 4 頭甲 二甲 三甲 尾甲 林投村 3 頂甲 北甲 中南甲 

成功村 4 東甲 西甲 北甲 中甲 尖山村 3 東寮甲 西埔甲 頂寮甲 

東石村 4 東甲 西甲 南甲 北甲 龍門村 4 東北甲 東南甲 西北甲 西南甲

沙港村 5 頂社3甲（1. 2. 3）下社2甲（南. 北） 菓葉村 6 東北甲 東南甲 西北甲 西南甲 中寮甲 西甲

蔡福松「澎湖諸島における宮廟信仰の価値と現代社会における役割について」『人文社会科学研究（早稲田大学創造
理工学部社会文化領域）』59 巻、2019 年、を基に作成。



台
湾
澎
湖
県
に
お
け
る
宮
廟
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て

）

五
一　
（

権
が
挙
げ
ら
れ
る
。
澎
湖
の
伝
統
漁
法
で
あ
る
石
滬
（
石
干
見
）

は
、
本
来
は
村
有
財
産
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
複
数
の
所
有
者
が

持
株
の
比
率
に
応
じ
て
利
用
権
を
分
配
す
る
持
株
方
式
が
多
く
の

場
合
採
用
さ
れ
て
い（
る
）
17

。
し
か
し
、
持
株
方
式
に
な
っ
て
も
管
理

方
法
に
つ
い
て
株
主
同
士
で
紛
争
が
あ
っ
た
場
合
は
、
元
来
の
所

有
者
で
あ
っ
た
宮
廟
が
調
停
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

澎
湖
の
多
く
の
小
島
で
は
、
冬
季
に
良
質
の
天
然
紫の

菜り

を
採
取

す
る
が
、
そ
の
紫
菜
の
採
取
権
の
管
理
方
法
に
は
宮
廟
が
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
。
紫
菜
の
採
取
に
関
す
る
紛
争
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
、
ど
の
村
が
い
つ
ど
の
島
で
紫
菜
を
採
取
す
る
の
か
が
、
郷

老
を
代
表
と
す
る
村
同
士
の
協
議
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
定
め
ら
れ

て
い（
た
）
18

。
村
内
で
の
紫
菜
の
採
取
方
法
も
郷
老
が
決
め
る
。
紫
菜

を
採
取
す
る
資
格
者
は
、
宮
廟
に
丁
口
銭
を
納
め
た
男
性
で
あ
る
。

紫
菜
は
冬
季
期
間
に
二
回
の
み
採
取
で
き
る
。
郷
老
は
宮
廟
内
で

採
取
日
を
決
め
、
島
に
行
く
船
等
の
手
配
を
す
る
。
採
取
し
た
紫

菜
は
宮
廟
が
定
め
た
一
定
の
割
合
を
宮
廟
に
納
め
、
宮
廟
は
紫
菜

を
売
っ
て
得
た
金
を
宮
廟
の
補
修
の
積
立
金
や
廟
の
管
理
人
へ
の

報
酬
等
に
充
て
る
。
村
人
は
宮
廟
の
祭
神
の
庇
護
に
よ
っ
て
紫
菜

が
収
穫
で
き
た
と
考
え
、
喜
ん
で
一
部
を
宮
廟
に
納
め（
る
）
19

。

　

清
代
の
澎
湖
の
村
に
お
け
る
郷
老
は
、
村
の
秩
序
を
維
持
す
る

社
会
的
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
っ
た
。
村
で
定
め
ら
れ
た
「
公

約
」
に
違
反
し
た
村
人
か
ら
罰
金
を
徴
収
し
、
そ
れ
を
廟
の
維
持

費
や
廟
で
上
演
す
る
劇
の
費
用
に
充
て
る
権
利
を
有
し
て
い（
た
）
20

。

　

現
在
の
郷
老
の
役
割
は
、
宮
廟
の
祭
祀
活
動
の
運
営
が
主
と
な

っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
村
の
代
表
と
し
て
村
同
士
の
経
済
紛
争

を
調
停
す
る
役
目
も
担
っ
て
い
た
。
例
え
ば
一
九
五
三
年
、
湖
西

の
紅
羅
村
と
南
寮
村
の
間
で
紫
菜
の
採
取
権
に
関
す
る
争
議
が
起

こ
り
警
察
沙
汰
と
な
っ
た
。
そ
の
調
停
に
当
た
っ
て
は
、
警
察
と

両
村
の
村
長
以
外
に
、
各
甲
の
郷
老
が
村
人
代
表
と
し
て
参
加
し

た
。
話
し
合
い
の
結
果
作
成
さ
れ
た
協
議
書
に
は
、
郷
老
も
村
人

代
表
と
し
て
署
名
を
し
た
と
い（
う
）
21

。

Ⅲ　

宮
廟
祭
祀
の
担
い
手

　

澎
湖
の
宮
廟
で
行
わ
れ
る
祭
祀
行
事
の
最
大
の
特
徴
は
、
神
の

言
動
が
人
を
介
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
宮
廟
に
鎮
座
さ

れ
て
い
る
主
神
が
人
に
憑
依
し
て
、
村
を
巡
遊
し
住
民
に
託
宣
す

る
。
澎
湖
の
宮
廟
に
は
、
神
を
降
臨
さ
せ
る
巫
術
を
身
に
着
け
た

法
師
と
神
が
憑
依
す
る
乩
童
が
存
在
す（
る
）
22

。
以
下
、
宮
廟
の
祭
祀

の
担
い
手
で
あ
る
法
師
と
乩
童
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
一
）　

澎
湖
の
法
師

　

澎
湖
の
宮
廟
に
は
、
必
ず
法
術
を
操
る
法
師
が
存
在
す
る
。
法
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師
は
華
南
地
域
や
台
湾
全
域
に
広
く
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、

先
行
研
究
を
見
る
限
り
、
澎
湖
の
法
師
は
台
湾
本
島
の
法
師
と
異

な
る
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
台

湾
本
島
の
法
師
は
、
劉
枝
萬
氏
、
古
家
信
平
氏
、
松
本
浩
一
氏
の

研
究
に
よ
る
と
、
一
般
的
に
道
士
と
同
様
に
個
人
の
祭
壇
を
設
け

て
、
各
地
の
信
者
の
要
請
に
応
じ
て
各
種
の
宗
教
行
為
を
施
し
て

報
酬
を
受
け
取
る
霊
的
職
能
者
で
あ（
る
）
23

。
そ
れ
に
対
し
、
澎
湖
の

法
師
は
宮
廟
の
公
的
な
宗
教
儀
礼
を
無
報
酬
で
執
り
行
う
村
の
奉

仕
者
で
あ
る
。
以
下
澎
湖
の
法
師
の
特
徴
を
指
摘
し
た（
い
）
24

。

　

第
一
の
特
徴
は
、
澎
湖
に
は
村
の
子
供
に
法
術
を
教
え
て
法
師

を
育
成
す
る
伝
統
が
あ
る
点
で
あ
る
。
澎
湖
の
子
供
は
、
学
童
年

齢
に
な
る
と
宮
廟
で
法
師
か
ら
法
術
を
学
び
始
め
る
。
各
地
の
宮

廟
に
は
、
大
人
の
法
師
か
ら
村
に
継
承
さ
れ
た
法
術
を
学
ぶ
十
数

名
の
「
小
法
」
と
呼
ば
れ
る
子
供
た
ち
が
存
在
す
る
。
宮
廟
は
村

の
子
供
が
通
う
法
術
学
校
で
も
あ
っ
た
。
小
法
が
学
ぶ
法
術
の
内

容
は
、
村
の
歴
代
の
法
師
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
儀
礼
に
必

要
な
呪
語
、
歩
罡
（
ス
テ
ッ
プ
）、
手
印
等
で
あ
り
、
そ
の
中
に

は
法
器
で
体
を
刺
す
等
の
痛
み
を
伴
う
儀
礼
も
伴
う
。
霊
力
を
高

め
る
た
め
に
一
定
期
間
廟
内
に
閉
じ
こ
も
っ
て
訓
練
を
受
け
る

「
座
禁
」
も
経
験
す
る
。
村
人
た
ち
は
、
勇
敢
で
村
に
対
す
る
愛

着
や
責
任
感
を
持
つ
大
人
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
子
供
た

ち
に
厳
し
い
法
術
の
訓
練
を
体
験
さ
せ
る
。
通
常
は
約
一
年
間
で

請
神
・
犒
軍
・
操
軍
・
結
界
・
造
橋
等
の
法
術
を
習
得
し
て
か
ら
、

宮
廟
の
祭
祀
儀
礼
に
小
法
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

一
般
的
に
小
法
は
八
～
一
〇
年
の
修
行
を
経
て
一
通
り
の
法
術
を

習
得
す
る
。
現
在
の
澎
湖
は
少
子
高
齢
化
等
の
影
響
で
村
の
子
供

の
小
法
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
多
く
の
村
で
は
小
法
が
成
人
に

な
っ
て
か
ら
も
小
法
と
し
て
祭
祀
儀
礼
を
演
じ
て
い
る
。

　

法
師
長
は
宮
廟
の
法
師
団
に
お
け
る
最
高
指
導
者
で
あ
る
。
法

師
長
は
法
術
を
深
く
理
解
し
人
格
的
に
も
優
れ
た
、
村
人
の
尊
敬

を
集
め
る
役
職
で
あ
る
。『
澎
湖
宮
廟
小
法
與
祭
祀
科（
儀
）
25

』
に
は

澎
湖
の
五
九
の
村
の
宮
廟
に
お
け
る
小
法
の
祭
祀
儀
礼
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
著
者
が
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
、
六

一
名
の
廟
の
関
係
者
の
氏
名
・
所
属
宮
廟
名
・
生
年
・
学
歴
・
職

歴
・
法
術
修
行
の
開
始
年
齢
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
一

名
の
宮
廟
に
お
け
る
役
職
を
見
る
と
、
法
師
長
（
元
法
師
長
の
四

名
を
含
む
）
が
四
一
名
、
法
師
が
五
名
、
そ
の
他
の
役
職
（
運
営

委
員
、
庶
務
、
管
理
人
、
廟
祝
等
）
が
一
五
名
で
、
法
師
長
が
最

も
多
い
。
こ
の
資
料
を
利
用
し
て
澎
湖
の
宮
廟
に
所
属
す
る
法
師

と
法
師
長
像
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、「
宮
廟
で
法
術
の
修
行
を
始
め
た
年
齢
」
に
対
す
る
五

五
名
の
回
答
を
み
る
と
、
平
均
し
て
約
一
一
歳
に
法
術
の
訓
練
を
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始
め
て
い
る
。
そ
の
内
四
七
名
が
現
在
所
属
す
る
宮
廟
で
学
ん
で

い
る
。
異
な
る
廟
と
答
え
た
一
五
名
に
つ
い
て
も
、
一
三
名
が
同

じ
郷
内
の
宮
廟
で
学
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
師
は
地
元

の
宮
廟
に
継
承
さ
れ
た
法
術
を
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

次
に
、
法
師
と
法
師
長
の
四
六
名
の
職
業
（
元
職
業
）
に
つ
い

て
調
べ
る
と
、
最
も
多
い
の
が
漁
業
の
一
六
名
で
あ
る
。
他
に
も

船
員
・
漁
業
公
司
等
と
漁
業
関
連
の
職
業
が
二
名
い
る
。
次
に
多

い
の
が
建
設
関
係
の
職
人
で
、
塗
装
工
・
木
工
・
石
材
工
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
加
工
業
等
で
あ
る
。
そ
の
他
商
業
（
五
名
）・
会
社
員

（
四
名
）・
公
務
員
（
四
名
）・
農
業
（
二
名
）・
村
長
（
二
名
）
等

の
職
種
に
就
い
て
い
た
。

　

以
上
の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
一
般
的
な
宮
廟
の
法
師
長
像
を
描
い

て
み
る
と
、「
一
〇
歳
頃
か
ら
村
の
宮
廟
で
法
術
を
習
い
始
め
、

大
人
に
な
っ
て
仕
事
に
就
い
て
も
法
術
の
修
行
を
続
け
、
仕
事
が

一
段
落
し
て
時
間
に
余
裕
が
出
来
た
の
で
、
村
の
宮
廟
文
化
を
継

承
す
る
責
任
を
感
じ
て
村
の
法
師
長
を
引
き
受
け
た
。」
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
筆
者
は
三
つ
の
村
の
法
師
に
対
し
て
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
が
、
ど
の
法
師
も
、「
自
分
は
師
匠
か
ら
授
け
ら

れ
た
法
術
を
次
世
代
に
伝
え
る
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
長
年
村

の
子
供
た
ち
を
指
導
し
て
い
る
。
村
の
た
め
の
奉
仕
で
あ
り
、
道

士
と
違
っ
て
廟
か
ら
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
。」
と
い
う
点

を
強
調
し
て
い
た
。

　

宮
廟
に
は
歴
代
の
法
師
が
法
術
の
内
容
を
記
録
し
た
「
咒
簿
」

「
符
録
簿
」「
手
印
簿
」
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。「
咒
簿
」
に
は
神

降
ろ
し
等
の
諸
儀
礼
に
必
要
な
呪
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
符

籙
簿
」
に
は
儀
礼
時
に
様
々
な
用
途
に
用
い
ら
れ
る
呪
符
の
様
式

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
手
印
簿
」
は
、
宮
廟
で
の
祭
祀
儀
礼
や
駆
邪
治
病
な
ど
の
呪

術
を
行
う
時
に
用
い
る
秘
伝
の
手
印
を
記
し
た
も
の
で
、
法
師
が

習
得
す
る
手
印
は
百
種
類
以
上
と
多
岐
に
わ
た
る
。
筆
者
は
あ
る

宮
廟
に
伝
わ
る
手
書
き
の
手
印
簿
を
閲
覧
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
多
く
が
「
胎
内
の
逆
子
を
治
す
方
法
」
や
「
止
血
法
」「
の

ど
に
刺
さ
っ
た
魚
の
骨
を
取
り
除
く
方
法
」
等
の
医
療
に
関
す
る

内
容
で
あ
っ
た
。
日
本
統
治
時
代
の
澎
湖
諸
島
は
医
師
が
少
な
か

っ
た
。
例
え
ば
明
治
三
八
年
は
、
澎
湖
全
体
で
一
軒
し
か
医
院
が

な
く
、
医
師
も
六
名
し
か
い
な
か
っ
た
。
病
気
に
な
っ
た
村
人
は
、

医
師
の
治
療
を
受
け
ず
に
宮
廟
の
法
師
の
秘
伝
の
巫
術
や
神
の
託

宣
に
頼
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ（
た
）
26

。
澎
湖
の
歴
代
の
村
人
た
ち
は

政
府
の
行
政
に
頼
ら
な
い
独
自
の
教
育
、
医
療
シ
ス
テ
ム
を
育
ん

で
き
た
。
そ
の
一
つ
が
村
の
子
供
た
ち
に
自
立
へ
の
道
を
教
え
、

病
気
に
悩
む
村
民
た
ち
に
寄
り
添
う
地
元
の
法
師
の
存
在
で
あ
っ
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た
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
澎
湖
で
は
道
士
と
法
師
の
役
割
分
業
が
明
確

に
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。『
澎
湖
宮
廟
小
法
與
祭
祀
科
儀
』

で
は
、
澎
湖
に
お
け
る
道
士
と
法
師
の
役
割
分
業
に
つ
い
て
。
次

の
様
に
述
べ
て
い
る
。

澎
湖
の
道
教
は
道
壇
と
法
壇
に
分
か
れ
て
い
る
。
道
壇
は
道

士
（
西
公
）
を
指
し
、
法
壇
は
法
師
（
福
官
）
を
指
す
。
道

士
と
法
師
は
服
装
や
法
器
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
宗
教
上

の
役
割
が
異
な
り
、
お
互
い
の
仕
事
の
領
域
を
侵
さ
な
い
共

存
関
係
に
あ
る
。
澎
湖
の
道
士
は
「
西
公
」
と
称
さ
れ
る
こ

と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
主
に
死
者
の
霊
魂
を
呼
び
戻
し
、

西
方
の
極
楽
世
界
に
引
き
渡
す
儀
礼
を
行
う
。
法
師
を
「
福

官
」
と
呼
ぶ
の
は
、
符
や
法
術
を
用
い
て
生
者
に
対
す
る
駆

邪
治
病
を
行
う
か
ら
で
あ
る
。「
符
」
官
や
「
法
」
官
で
な

く
、
同
音
で
あ
る
「
福
」
官
の
呼
称
が
選
ば
れ
た
の
は
、

「
無
災
無
病
で
平
安
で
あ
る
こ
と
が
即
ち
福
で
あ
る
」
と
い

う
俗
諺
の
よ
う
に
、
福
の
使
者
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
庶

民
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
道
士
は
生
計
を
立
て
る
た

め
に
働
い
て
い
る
が
、
法
師
は
無
報
酬
で
人
々
を
救
済
す
る

た
め
に
職
に
当
た
っ
て
い
る
。
澎
湖
の
宮
廟
に
は
制
度
化
さ

れ
た
宗
教
的
教
義
は
な
く
、
祭
神
信
仰
の
み
に
支
え
ら
れ
て

い
る
の
で
民
間
信
仰
の
範
疇
に
属
す
る
が
、
信
徒
自
身
は
道

教
を
信
仰
し
て
い
る
と
思
い
道
教
廟
と
し
て
登
記
し
て
い
る
。

小
法
は
宮
廟
に
所
属
し
て
一
生
神
と
信
徒
の
た
め
に
奉
仕
す

る
身
で
あ
り
、
い
か
な
る
費
用
も
受
け
取
ら
な
い
の
で
あ（
る
）
27

。

　

こ
の
説
明
か
ら
、
澎
湖
で
は
道
士
と
法
師
の
存
在
意
義
が
明
確

に
異
な
り
、
宮
廟
の
法
師
が
地
域
社
会
に
お
い
て
社
会
的
な
評
価

を
受
け
る
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

　

第
三
の
特
徴
は
法
師
の
所
属
し
て
い
る
教
派
が
閭
山
派
と
普
唵

派
の
二
派
に
分
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
劉
枝
萬
氏
は
、
台
湾
の

宗
教
の
主
流
が
、
移
民
の
故
郷
か
ら
伝
来
し
た
宗
教
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
か
ら
、「
主
流
は
や
は
り
道
教
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
は
、
す
で
に
辺
境
社
会
の
性
格
を
著
し
く
反
映
し
て
、
土
着
の

雑
多
な
俗
信
と
混
淆
し
た
結
果
変
容
し
て
、
深
く
民
間
信
仰
に
根

を
下
ろ
し
、
混
沌
た
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。」
と
し
て
、
民
間

信
仰
従
事
者
を
道
士
・
法
師
・
乩
童
の
三
種
類
に
分
け
て
い（
る
）
28

。

劉
氏
は
台
湾
に
存
在
す
る
法
師
の
教
派
（
法
教
）
に
つ
い
て
、
次

の
六
教
派
を
挙
げ
て
い
る
。
①
許
真
君
を
教
祖
と
す
る
閭
山
教
、

②
徐
甲
真
人
を
教
祖
と
す
る
徐
甲
教
、
③
姜
太
公
を
教
祖
と
す
る

客
仔
教
、
④
普
唵
仏
を
教
祖
と
す
る
普
唵
教
、
⑤
嘛
呢
仏
を
教
祖

と
す
る
嘛
呢
教
。

　

澎
湖
の
宮
廟
の
法
師
は
こ
の
中
の
①
閭
山
教
と
④
普
唵
教
の
い
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ず
れ
か
の
教
派
に
属
し
て
い
る
。
劉
氏
は
、
澎
湖
に
は
⑥
の
嘛
呢

教
も
流
布
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
現
在
の
澎
湖
の
宮
廟
は
、

一
三
六
宇
が
普
唵
派
に
属
し
、
二
六
宇
が
閭
山
派
に
属
す
る
と
さ
れ
、

嘛
呢
教
に
属
す
る
宮
廟
は
確
認
で
き
な（
い
）
29

。
両
派
の
相
違
に
関
し

て
は
、
各
宮
廟
に
伝
わ
っ
た
呪
語
や
儀
礼
の
内
容
を
見
る
限
り
、

両
派
の
法
術
に
大
き
な
相
違
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（
る
）
30

。

　

法
教
の
本
質
は
巫
術
で
あ
り
、
教
団
組
織
も
布
教
活
動
も
な
い
。

そ
の
特
徴
は
人
々
を
苦
し
め
る
悪
霊
の
祟
り
を
霊
験
あ
ら
た
な
神

の
力
を
用
い
て
排
除
す
る
と
い
う
実
効
性
に
あ
る
。
神
を
地
上
に

降
臨
さ
せ
て
人
々
の
た
め
に
一
仕
事
を
願
う
の
が
法
師
の
任
務
で

あ
る
。
法
師
は
神
を
降
臨
さ
せ
る
前
に
、
先
に
自
分
が
属
し
て
い

る
閭
山
派
か
普
唵
派
の
教
主
に
降
臨
を
要
請
し
、
そ
の
後
教
主
を

通
じ
て
希
望
す
る
神
の
降
臨
を
要
請
す
る
と
い
う
二
重
の
手
順
を

踏
む
。
つ
ま
り
、
法
教
と
は
神
に
村
の
巡
遊
や
住
民
へ
の
託
宣
を

し
て
も
ら
う
時
に
必
要
な
操
作
シ
ス
テ
ム
で
、
法
師
が
そ
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
な
の
で
あ
る
。
例
え
て
い
え
ば
「
普
唵
派
」
か
「
閭
山

派
」
か
と
い
う
の
は
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
に
「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
」
と
「
マ
ッ
ク
」
の
ど
ち
ら
を
用

い
る
か
に
相
当
す
る
概
念
で
あ
り
、
宮
廟
の
宗
教
活
動
内
容
に
、

閭
山
派
や
普
唵
派
の
教
祖
に
対
す
る
信
仰
は
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い

な
い
。

　

ま
た
、
文
澳
祖
師
廟
に
伝
わ
る
咒
簿
で
あ
る
『
妙
法
宝（
筏
）
31

』
に

は
、
澎
湖
に
お
け
る
両
派
は
同
じ
源
流
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
す
る
、
以
下
の
要
旨
の
故
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

摩
尼
祖
師
は
漢
代
に
生
ま
れ
、
姓
は
江
で
、
名
は
摩
尼
と
言

う
。
幼
く
し
て
孤
児
と
な
り
莆
田
県
城
を
流
浪
し
て
い
た
江

摩
尼
は
、
聡
宋
理
と
い
う
豪
商
に
引
き
取
ら
れ
て
商
い
を
教

え
ら
れ
た
。
勤
勉
な
仕
事
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
て
帳
簿
を
任
さ

れ
た
摩
尼
は
、
あ
る
日
集
金
の
た
め
に
外
出
し
て
い
る
時
に

匪
賊
に
襲
わ
れ
た
。
匪
賊
に
金
を
奪
わ
れ
た
上
に
両
手
足
を

切
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
摩
尼
は
、
瀕
死
の
状
態
で
太
上
老
君

に
救
い
を
求
め
た
。
老
君
が
与
え
た
仙
丹
を
飲
ん
で
命
を
と

り
と
め
た
摩
尼
は
、
崑
崙
山
で
三
年
間
老
君
の
下
で
修
行
を

重
ね
た
。
修
行
を
終
え
下
山
す
る
摩
尼
に
対
し
て
、
老
君
は

「
三
壇
龍
書
」
一
冊
、
法
宝
三
件
（
五
雷
一
塊
、
柴
胡
一
枝
、

青
蛇
鞭
一
本
）
を
授
け
て
、「
龍
書
に
書
か
れ
た
妙
法
に
従

い
、
五
雷
を
響
か
せ
る
と
神
兵
が
来
て
、
柴
胡
を
ま
く
と
天

晴
地
霊
と
化
し
。
蛇
鞭
を
打
つ
と
邪
鬼
が
驚
き
退
散
し
よ

う
。」
と
言
っ
た
。
下
山
し
た
摩
尼
は
閭
山
の
家
に
寄
食
す

る
身
と
な
っ
た
。
閭
山
の
恩
情
に
感
謝
し
た
摩
尼
は
、
老
君

か
ら
授
か
っ
た
法
術
と
三
宝
の
秘
法
を
閭
山
に
伝
授
し
た
。

そ
の
後
閭
山
の
家
僕
で
あ
る
普
唵
が
、
閭
山
の
妻
の
秀
娥
を

三
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通
じ
て
閭
山
の
法
術
を
習
得
し
た
。
そ
の
後
閭
山
と
普
唵
は

独
立
し
て
一
門
を
築
い
て
弟
子
に
法
術
を
授
け
、
現
在
で
は

閭
山
大
教
主
と
普
唵
大
教
主
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ（
た
）
32

。

　

こ
の
故
事
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
澎
湖
に
伝
わ
る
法
術
は
、
道
教

の
教
祖
と
さ
れ
る
太
上
老
君
に
術
を
伝
授
さ
れ
た
摩
尼
か
ら
閭
山

に
伝
わ
り
、
そ
れ
を
普
唵
が
習
得
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
真
偽
の
程
を
確
か
め
ら
れ
る
他
の
文
献
資
料
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
泉
州
で
は
、
宋
代
に
マ
ニ
教
信
仰
が
流
行
し
、
晋
江

市
の
一
部
地
域
で
は
現
在
も
マ
ニ
教
の
教
主
で
あ
る
マ
ニ
に
対
す

る
信
仰
が
民
間
信
仰
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い（
る
）
33

。
こ
の
澎
湖
の
伝
説
に
出
て
く
る
摩
尼
が
泉
州
一
帯
で
信

仰
さ
れ
て
い
た
マ
ニ
教
と
関
連
が
あ
る
の
か
興
味
の
持
た
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
の
宮
廟
に
お
け
る
法
術
を
用
い
た
祭
祀
儀
礼
の
源
流
に
つ

い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
続
修
澎
湖
県

誌
』
に
よ
る
と
、
福
建
厦
門
地
区
で
は
、
文
化
大
革
命
以
前
に
は

現
在
澎
湖
の
法
師
が
用
い
る
呪
語
と
類
似
性
が
高
い
呪
語
が
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い（
る
）
34

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
厦
門
一

帯
に
い
た
法
師
が
澎
湖
に
渡
来
し
て
伝
え
た
法
術
が
澎
湖
の
宮
廟

全
体
に
伝
わ
っ
て
、
現
在
に
至
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
澎
湖
の
乩
童

　

乩
童
は
人
間
界
と
霊
界
を
仲
介
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
ト

ラ
ン
ス
状
態
を
介
し
て
乩
童
の
身
体
に
神
霊
が
憑
依
す
る
と
、
乩

童
の
肉
体
は
神
の
も
の
と
な
り
、
第
一
人
称
で
託
宣
を
行
う
。
澎

湖
の
宮
廟
で
行
わ
れ
る
祭
祀
に
は
必
ず
乩
童
が
登
場
し
、
神
の
憑

依
者
と
し
て
重
要
な
役
回
り
を
演
じ
て
い
る
。
法
師
と
同
様
、
乩

童
も
福
建
か
ら
の
移
民
が
も
た
ら
し
た
習
俗
で
あ
る
。
福
建
及
び

福
建
系
移
民
の
移
住
先
で
あ
る
台
湾
、
香
港
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地

に
現
在
も
乩
童
は
存
在
す
る（
が
）
35

、
こ
こ
で
は
澎
湖
の
宮
廟
に
所
属

す
る
乩
童
の
特
徴
を
述
べ
る
。

　

第
一
の
特
徴
は
、
宮
廟
の
乩
童
は
、
澎
湖
の
法
師
と
同
様
に
、

宮
廟
の
公
的
な
宗
教
儀
礼
を
無
報
酬
で
執
り
行
う
村
の
奉
仕
者
で

あ
る
。
村
人
に
と
っ
て
宮
廟
の
祭
神
が
憑
依
す
る
乩
童
は
村
の
守

護
神
の
託
宣
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
公
的
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、

神
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
精
神
安
定
剤
の
役
目

を
果
た
し
て
い
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
乩
童
は
宮
廟
の
宗
教
行
事
で
主
神
が
憑
依
す

る
と
、
村
を
統
治
す
る
神
に
相
応
し
い
ふ
る
ま
い
を
す
る
点
に
あ

る
。
乩
童
が
宮
廟
の
主
神
と
し
て
ふ
る
ま
う
内
容
は
、
内
政
面
と

外
交
面
に
分
け
ら
れ
る
。
内
政
に
関
し
て
は
、
村
人
が
神
像
を
載

せ
た
神
輿
を
担
い
で
村
を
練
り
歩
く
儀
礼
で
あ
る
「
遶
境
」
に
お

三
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い
て
、
神
が
憑
依
し
た
乩
童
が
神
輿
の
上
に
乗
っ
て
、
神
兵
が
配

属
さ
れ
て
い
る
村
の
五
営
を
巡
回
す
る
。
ま
た
神
誕
祭
祀
に
お
い

て
も
、
乩
童
は
小
法
が
演
じ
る
神
兵
隊
の
訓
練
を
閲
兵
し
て
、
村

人
に
村
の
平
和
を
宣
言
す
る
。
こ
れ
ら
の
儀
礼
を
実
施
す
る
時
に
、

神
は
必
ず
専
属
の
乩
童
の
身
に
憑
依
す
る
。
村
人
は
刀
を
ふ
り
ま

わ
し
て
自
ら
の
体
に
傷
を
つ
け
て
勇
壮
に
ふ
る
ま
う
乩
童
の
姿
を

見
て
、
村
の
鎮
守
神
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
る
。

　

外
交
に
関
し
て
は
、
澎
湖
で
は
宮
廟
同
士
の
交
流
活
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
る
。
他
宮
廟
と
の
交
流
の
場
で
は
、
宮
廟
の
主
神
が

憑
依
し
た
乩
童
同
士
が
挨
拶
を
か
わ
す
こ
と
で
、
宮
廟
同
士
の
友

好
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
恒
例
の
儀
式
と
な
っ
て
い
る
。
宮
廟

は
他
廟
と
の
交
流
活
動
が
多
く
、
交
友
関
係
を
結
ん
で
い
る
「
交

陪
廟
」
や
神
霊
を
分
け
た
関
係
で
あ
る
「
分
霊
廟
」
が
行
う
各
種

祭
事
に
頻
繁
に
招
か
れ
る
。
宮
廟
の
法
師
は
そ
の
度
に
神
像
と
乩

童
を
連
れ
て
外
地
の
宮
廟
に
赴
く
。
他
の
宮
廟
の
信
徒
が
神
像
や

乩
童
と
共
に
参
拝
に
来
た
時
に
も
、
神
が
憑
依
し
た
乩
童
が
接
待

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
宮
廟
に
仕
え
る
乩
童
の
公
的
業
務
は
非
常

に
多
い
。

　

第
三
の
特
徴
と
し
て
、
宮
廟
の
乩
童
が
法
師
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
宮
廟
の
乩
童
は
、
一
般
的
に
村
人
の

中
か
ら
神
が
憑
依
し
や
す
い
資
質
を
備
え
て
い
る
若
者
が
候
補
に

選
ば
れ
る
。
宮
廟
の
法
師
は
候
補
者
に
対
し
て
厳
し
い
訓
練
を
課

し
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
を
装
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
。
真
に
神
が
憑

依
し
て
神
の
言
葉
を
託
宣
し
て
い
る
の
か
を
慎
重
に
判
断
し
て
か

ら
宮
廟
の
乩
童
の
正
式
な
任
務
に
就
か
せ
る
。
神
が
憑
依
し
て
い

る
時
の
乩
童
の
言
動
は
自
分
の
意
識
下
に
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

神
が
憑
依
し
て
い
る
時
の
乩
童
の
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
は
、
法
師

が
実
質
的
に
そ
の
言
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
澎
湖
で
は

一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
神
が
憑
依
し
て
い
る
時
に
乩
童
が

発
す
る
託
宣
は
、
鳥
の
さ
え
ず
り
の
よ
う
な
一
般
人
に
は
聞
き
取

れ
な
い
言
葉
で
語
ら
れ
、
そ
れ
を
法
師
だ
け
が
理
解
し
て
そ
の
意

味
を
一
般
の
人
々
に
解
説
す
る
。
澎
湖
で
は
法
師
が
乩
童
を
操
る

関
係
に
あ
る
こ
と
を
、「
死
乩
童
、
活
桌
頭
（
法
師
）」
の
諺
で
表

現
し
て
い（
る
）
36

。

　

以
上
、
現
在
の
澎
湖
の
宮
廟
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
清

朝
の
澳
甲
制
と
法
教
の
伝
来
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
。
現
在
の
宮

廟
は
、
公
共
空
間
で
あ
る
「
公
廟
」
と
宗
教
空
間
で
あ
る
「
宮

廟
」
の
両
方
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
公
共
空
間
で
あ
る

「
公
廟
」
の
要
素
は
、
清
代
の
澳
甲
制
が
源
流
で
あ
る
甲
頭
組
織

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
各
甲
か
ら
毎
年
輪
番
で
選
ば
れ
た

郷
老
が
村
の
自
治
の
世
話
役
に
な
っ
て
、
祭
祀
を
取
り
仕
切
っ
て

い
る
。
宗
教
空
間
で
あ
る
「
宮
廟
」
の
要
素
は
、
大
陸
か
ら
伝
来

三
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し
た
法
教
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
法
教
を
操
る
法
師
や
乩

童
が
村
の
た
め
に
無
報
酬
で
行
う
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

第
二
節　

南
寮
村
の
宮
廟
と
祭
祀
組
織

　

本
節
で
は
、
南
寮
村
（
南
寮
社
区
）
に
お
け
る
宮
廟
と
祭
祀
組

織
の
具
体
的
状
況
を
紹
介
す
る
。
な
お
現
在
の
台
湾
で
は
「
社

区
」
が
末
端
の
行
政
区
画
の
公
式
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

南
寮
村
も
、
行
政
上
の
正
式
名
は
「
南
寮
社
区
」
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
住
民
が
生
活
の
場
で
用
い
る
「
南
寮
村
」
に
統
一
し
て
述

べ
て
行
き
た
い
。

Ⅰ　

南
寮
村
に
つ
い
て

（
一
）
概
況

　

南
寮
村
は
澎
湖
県
湖
西
郷
に
属
す
る
二
二
の
行
政
村
（
社
区
）

の
一
つ
で
あ（
る
）
37

。
湖
西
郷
の
東
北
に
位
置
し
、
総
面
積
一
・
七
九

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
住
民
登
録
人
口
は
約
七
〇
〇
名
で
あ
る
が
、

外
地
で
働
く
人
が
多
く
常
住
人
口
は
約
二
〇
〇
名
、
常
住
者
は
高

齢
者
が
大
半
を
占
め
る
。

　

村
は
「
頂
甲
（
頂
寮
）」「
西
甲
（
下
寮
）」「
中
甲
（
中
寮
）」

の
三
つ
の
甲
（
集
落
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
各
甲
と
も
父
系
血

族
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
村
で
一
番
人
数
が
多
い
趙

姓
が
「
頂
甲
」
に
、
許
・
蔡
姓
が
「
西
甲
」
に
、
楊
・
呉
・
陳
姓

が
「
中
甲
」
に
居
住
し
、
趙
、
呉
、
楊
三
姓
の
祠
堂
が
村
に
あ
る
。

　

各
姓
の
族
譜
の
記
載
に
よ
る
と
、
南
寮
村
の
住
民
は
明
末
（
天

啓
、
祟
禎
年
間
）
以
降
、
泉
州
・
金
門
地
域
か
ら
移
住
し
、
半
農

半
漁
の
生
業
を
営
ん
で
い
た
。
清
初
期
、
南
寮
村
と
隣
の
北
寮
村

は
「
亀
壁
港
」
や
「
奎
壁
」、
後
に
「
奎
壁
港
社
」
と
呼
ば
れ（
た
）
38

。

康
煕
二
三
年
（
一
六
八
四
年
）
に
澎
湖
が
清
政
府
の
版
図
に
加
え

ら
れ
た
時
、
現
在
の
湖
西
郷
は
、「
奎
壁
澳
」「
林
投
澳
」「
鼎
湾

澳
」
の
三
つ
の
「
澳
」
の
行
政
区
画
に
分
け
ら
れ
た
。
清
中
期
に

な
る
と
、
農
業
で
生
計
を
立
て
る
住
民
の
多
く
が
南
へ
、
漁
業
に

携
わ
る
住
民
が
北
へ
と
住
み
分
け
が
始
ま
り
、
二
つ
の
集
落
と
な

っ
た
。
農
業
を
主
と
し
た
南
の
集
落
を
「
奎
璧
港
社
」、
漁
業
を

主
と
し
た
集
落
を
「
北
寮
社
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後

「
奎
璧
港
」
を
「
南
寮
」
と
改
名
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

住
民
の
大
部
分
が
農
業
に
、
一
部
が
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
。

降
水
量
が
少
な
く
土
地
が
痩
せ
て
い
る
た
め
、
サ
ツ
マ
イ
モ
・
落

花
生
・
南
瓜
等
の
限
ら
れ
た
野
菜
し
か
栽
培
で
き
な
い
。
海
か
ら

吹
き
付
け
る
塩
分
を
含
む
強
風
か
ら
野
菜
を
守
る
た
め
に
ど
の
畑

も
四
方
を
珊
瑚
石
を
利
用
し
て
作
っ
た
壁
（
菜
宅
）
に
囲
ま
れ
て

い
る
。

三
七
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（
二
）
農
村
再
生
計
画
の
実
施

　

現
在
の
台
湾
で
は
、
地
域
社
会
の
住
民
組
織
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
専
業
者
が
協
力
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
を
推
進
す
る
「
社

区
営
造
計
画
」
が
提
唱
さ
れ
て
い（
る
）
39

。
南
寮
村
に
お
い
て
も
二

〇
一
一
年
以
降
、
村
長
と
「
南
寮
社
区
発
展
協
会
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
「
深
耕
文
化
工
作
坊
」
の
主
導
の
下
で
、
政
府
（
行
政

院
農
業
委
員
会
と
環
境
保
護
署
）
の
助
成
金
を
用
い
た
「
農
村

再
生
計
画
」
が
行
わ
れ
、
村
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な

取
り
組
み
が
実
践
さ
れ
た
。

　

漁
業
と
海
洋
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
澎
湖
諸
島
に
お
い
て
、

観
光
資
源
に
乏
し
く
伝
統
的
農
業
を
続
け
る
南
寮
村
で
は
、
多

く
の
若
者
が
職
を
求
め
て
村
を
離
れ
て
い
っ
た
。
南
寮
村
は
湖

西
郷
で
最
も
人
口
流
出
と
高
齢
化
が
著
し
い
村
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
澎
湖
県
で
最
も
原
始
的
な
伝
統
集
落
の
生
活
様
式
を
残
す

こ
と
と
な
っ
た
。
再
生
計
画
で
は
、
村
に
残
る
伝
統
文
化
の
伝

承
や
環
境
教
育
の
推
進
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
置
き
、
村
内
の
以
下

の
施
設
を
用
い
て
、
村
に
伝
わ
る
循
環
型
農
業
や
農
村
生
活
を

小
中
学
生
や
観
光
客
に
体
験
し
て
も
ら
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

実
践
し
た
。

①
有
機
体
験
農
場　

牛
に
鋤
を
引
か
せ
て
耕
す
伝
統
農
法
の

体
験
。

三
七
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図 1　南寮村位置図（『澎湖縣湖西郷南寮社区農村再生計画』より転載）
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②
牛
屎
窟
体
験
区　

丸
め
た
牛
糞
を
乾
燥
さ
せ
て
固
形
燃
料
に

す
る
体
験
が
出
来
る
作
業
場
。

③
福
記
漁
灶　

旧
式
の
か
ま
ど
を
用
い
て
牛
糞
を
燃
料
に
し
て

漁
港
で
と
れ
た
魚
を
蒸
し
煮
に
し
て
干
物
を
作
る
。

④
古
石
老
厝
・
老
井　

古
井
戸
や
空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
を

再
利
用
し
た
共
同
炊
事
場
。

　

南
寮
村
の
実
践
し
た
農
村
再
生
計
画
と
環
境
教
育
を
重
視
し
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
内
外
で
高
評
価
を
得
て
、
数
々
の
賞
を
獲

得
し（
た
）
40

。
二
〇
一
七
・
一
八
年
に
連
続
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
旅
行
博

覧
会
「
Ｉ
Ｔ
Ｂ
ベ
ル
リ
ン
」
で
発
表
さ
れ
る
「T

op ‌100 Green 
D
estinations

（
世
界
グ
リ
ー
ン
旅
行
先
百
選
）」
に
選
出
さ
れ
て

か
ら
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
加
し
た
。

　

南
寮
村
の
農
村
再
生
計
画
の
特
徴
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
積
極
的
に
運
営
に
参
与
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
南
寮
社
区
発
展
協
会
の
陳
有
澤
理
事
長
は
、
活
動
に
先
立
ち
、

高
齢
者
が
多
い
住
民
に
村
づ
く
り
の
主
役
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め

の
意
識
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
話
し
合
い
を
何
度
も
行
い
、
住
民

た
ち
の
意
向
に
沿
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。

「
環
保
志
工
隊
員
（
環
境
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
は
、
環
境
教
育

に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
つ
と
め
る
。「
社
区
照
顧
関
懐

拠
点
（
老
人
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
）」
は
、
老
人
の
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
や

三
七
四

表 3　 南寮村の廟一覧

廟の名称 主祀神 建立年

南寮保寧宮 保生大帝 明崇禎 12 年（1639）

南寮保安宮 五年千歳 民国 79 年（1990）

南寮将軍廟 将軍公 民国 8 年（1919）

福徳正神廟 福徳正神 清光緒 31 年（1905）

参照　『澎湖県湖西郷南寮社区農村再生計画』　

高
齢
者
の
合
同
誕
生
会
の
食
事
作

り
等
を
行
う
。「
社
区
小
農
」
は
、

村
の
野
菜
の
定
期
市
の
運
営
と
販

売
を
担
う
。
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
農
村
再
生
計
画
は
南
寮
村
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
新
た
な
活
力
を
生

み
出
し
た
。
最
近
は
県
外
に
出
て

働
い
て
い
た
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
転
職

を
し
て
村
で
働
き
始
め
る
若
者
も

増
え
て
い
る
と
い
う
。

Ⅱ　

南
寮
村
の
宮
廟
―
保
寧
宮
に
お
け
る
祭
祀
活
動

（
一
）
保
寧
宮
の
概
況　

　

南
寮
村
に
は
表
３
の
四
つ
の
廟
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
保
寧
宮
だ
け
が
公
的
性
格
を
有
す
る
公
廟
に
属
す
る
。
廟
内
に

掲
げ
ら
れ
た
「
南
寮
保
寧
宮
重
建
碑
記
」
に
よ
る
と
、
保
寧
宮
は

崇
禎
一
二
年
（
一
六
三
九
）
に
創
建
さ
れ
た
。
乾
隆
一
八
年
（
一

七
五
三
）
に
再
建
さ
れ
た
際
に
奉
納
さ
れ
た
「
保
我
蒼
生
」
と
書

か
れ
た
た
扁
額
が
現
在
も
廟
内
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
六
一

年
、
一
九
九
七
年
に
再
建
さ
れ
現
在
に
至
る
。



台
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（
二
）
主
神
と
副
神

　

主
神
は
保
生
大
帝
で
あ
る
。
保
生
大
帝
は
北
宋
に
福
建
泉
州
で

医
師
と
し
て
名
声
を
博
し
た
呉
夲
が
神
格
化
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ

る
。
そ
の
後
閩
南
出
身
者
の
移
住
と
と
も
に
医
療
神
や
地
域
神
と

し
て
澎
湖
、
台
湾
本
島
、
東
南
ア
ジ
ア
に
信
仰
が
流
布
し（
た
）
41

。
現

在
保
生
大
帝
を
主
神
と
す
る
廟
は
、
台
湾
全
土
で
三
〇
〇
余
り
あ

る
と
い
わ
れ（
る
）
42

。
南
寮
保
寧
宮
が
保
生
大
帝
を
主
神
に
し
た
経
緯

に
つ
い
て
は
、
村
の
伝
説
に
よ
る
と
、
創
建
当
時
は
福
徳
正
神
を

主
神
に
祀
っ
て
い
た
が
、
明
代
に
住
民
が
疫
病
や
不
漁
で
苦
し
ん

で
い
た
時
に
、
当
時
の
村
の
郷
老
が
後
寮
村
の
威
霊
宮
の
保
生
大

帝
が
疫
病
治
癒
や
豊
漁
の
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
る
と
知
り
、
威
霊

宮
か
ら
分
霊
し
た
保
生
大
帝
を
主
神
と
し
て
祀
る
と
、
村
が
繁
栄

し
た
と
い
う
。
保
寧
宮
と
威
霊
宮
は
現
在
も
交
陪
廟
（
友
達
廟
）

の
関
係
に
あ
り
、
双
方
の
祭
祀
行
事
に
参
加
す
る
等
廟
同
士
の
交

流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
保
寧
宮
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
民
族
学
者
の
国
分
直

一
氏
が
一
九
四
〇
年
に
南
寮
村
を
訪
れ
、
保
寧
宮
に
関
す
る
以
下

の
伝
説
を
聴
取
し
て
い（
る
）
43

。

華
南
方
面
か
ら
漁
者
数
名
が
今
の
南
寮
、
北
寮
の
中
間
に
相

当
す
る
と
こ
ろ
に
住
居
を
定
め
、
華
南
か
ら
持
参
し
た
香
火

を
祀
る
廟
を
建
て
る
こ
と
を
議
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
安

三
七
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写真 1　南寮村保寧宮
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平
方
面
か
ら
一
大
船
舶
が
材
木
を
満
載
し
た
ま
ま
で
暴
風
の

た
め
に
良
文
港
に
漂
着
し
た
。
ど
の
材
木
に
も
保
生
大
帝
と

記
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
村
民
は
そ
れ
を
南
寮
に
寄
贈
し
て

廟
を
建
築
し
た
。

　

こ
の
伝
説
を
陳
有
澤
氏
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
陳
氏
は
こ
の
伝

説
を
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
現
在
村
人
が
信
じ
て
い
る
の
は
威
霊

宮
か
ら
分
霊
し
た
と
い
う
伝
説
で
あ
る
と
い
う
。
恐
ら
く
交
陪
廟

で
あ
る
威
霊
宮
と
の
繋
が
り
を
明
確
に
示
す
伝
説
の
方
が
住
民
に

受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

廟
に
は
主
神
以
外
に
池
府
王
爺
・
哪
吒
王
子
・
文
衡
聖
帝
（
関

羽
）・
東
嶽
大
帝
・
孚
右
帝
君
・
註
生
娘
娘
・
福
徳
正
神
・
黒
虎

将
軍
が
副
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
神
の
中
で
、
主

神
の
保
生
大
帝
と
副
神
の
池
府
王
爺
・
哪
吒
王
子
の
三
尊
の
み
が

村
の
乩
童
に
憑
依
す
る
。
村
に
は
こ
の
三
尊
が
乗
る
神
輿
や
専
用

の
涼
傘
だ
け
が
あ
り
、
村
人
と
特
別
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

陳
有
澤
氏
の
話
に
よ
る
と
、
か
つ
て
神
輿
を
担
ぐ
と
き
は
、
住

民
数
が
最
も
多
い
頂
甲
地
区
の
住
民
が
保
生
大
帝
を
、
西
甲
地
区

の
住
民
が
池
府
王
爺
を
、
中
甲
地
区
の
住
民
が
哪
吒
王
子
を
担
い

で
い
た
。
や
が
て
頂
甲
・
西
甲
・
中
甲
三
地
区
の
住
民
数
に
偏
り

が
生
じ
て
、
神
輿
の
担
ぎ
手
が
足
り
な
い
甲
が
生
じ
た
の
で
、
今

は
甲
単
位
で
担
ぐ
こ
と
を
や
め
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
保
生

大
帝
・
池
府
王
爺
・
哪
吒
王
子
は
、
元
々
は
地
縁
組
織
で
あ
る
甲

頭
の
象
徴
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

三
尊
の
神
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
任

務
を
授
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
主
神
の
保
生
大
帝
は
医
療
神
で
あ

る
と
同
時
に
、
村
全
体
の
公
務
を
統
括
し
、
住
民
に
指
示
を
与
え

る
村
の
陰
界
の
統
治
者
で
あ
る
。
祟
り
神
の
王
爺
神
で
霊
験
が
強

い
池
府
王
爺
は
勇
敢
な
武
将
で
あ
り
、
双
剣
を
操
っ
て
村
に
侵
入

す
る
邪
鬼
や
疫
病
を
駆
逐
す
る
。
イ
ン
ド
の
毘
沙
門
天
の
息
子
と

さ
れ
る
哪
吒
王
子
は
、
活
発
な
少
年
神
と
し
て
台
湾
で
人
気
が
あ

り
、
神
輿
を
担
い
で
村
を
練
り
歩
く
繞
境
の
先
鋒
の
役
割
を
与
え

ら
れ
て
い
る
。
村
人
た
ち
は
、
三
尊
の
神
が
協
力
し
て
村
の
神
兵

を
統
率
し
て
邪
鬼
の
侵
入
を
防
ぎ
、
住
民
の
平
安
無
事
を
保
証
す

る
こ
と
を
祈
願
し
て
各
種
の
祭
祀
儀
礼
を
実
施
し
て
い
る
。

（
三
）
交
陪
廟
と
分
霊
廟

　

台
湾
の
廟
に
は
、
交
友
関
係
を
結
ん
だ
廟
で
あ
る
こ
と
を
示
す

「
交
陪
廟
」
と
、
祭
神
の
霊
を
分
け
あ
っ
た
廟
で
あ
る
こ
と
を
示

す
「
分
霊
廟
」
が
あ
る
。
宮
廟
の
公
的
性
格
や
社
会
的
機
能
を
考

え
る
上
で
、
宮
廟
の
交
陪
廟
と
分
霊
廟
と
の
交
流
活
動
を
通
じ
た

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
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保
寧
宮
の
交
陪
廟
は
隣
の
北
寮
村
の
保
安
宮
と
白
沙
郷
後
寮
村

の
威
霊
宮
、
分
霊
廟
は
北
寮
村
の
保
安
宮
と
台
湾
本
島
の
高
雄
市

に
あ
る
高
南
保
安
宮
で
あ
る
。
大
規
模
な
伝
統
儀
式
（
建
醮
）
を

行
う
時
は
、
交
陪
廟
や
分
霊
廟
を
招
待
す
る
。
招
待
さ
れ
た
廟
の

関
係
者
は
、
神
像
を
携
え
て
お
祝
い
の
挨
拶
に
赴
く
。
筆
者
は
二

〇
一
八
年
九
月
に
保
寧
宮
の
分
霊
廟
で
あ
る
高
南
保
安
宮
の
建
廟

三
周
年
の
記
念
式
典
に
参
加
し
た
。
祭
典
に
は
主
に
高
雄
市
内
に

あ
る
澎
湖
の
各
地
の
宮
廟
か
ら
分
霊
さ
れ
た
六
宇
の
廟
が
参
加
し
、

高
雄
に
い
る
澎
湖
出
身
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
廟
信
仰
を
靭
帯

と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
祭
典
に
は
、
南
寮
村

か
ら
法
師
・
乩
童
等
の
祭
祀
関
係
者
以
外
に
、
村
長
を
含
む
一
五

〇
名
の
住
民
が
二
泊
三
日
の
行
程
で
参
加
し
、
そ
の
往
復
の
交
通

費
、
宿
泊
費
、
食
費
は
全
て
村
が
負
担
し
た
。
分
霊
廟
の
記
念
式

典
へ
の
参
加
は
、
澎
湖
島
の
住
民
に
台
湾
本
島
へ
の
渡
航
の
機
会

を
提
供
し
、
同
郷
の
人
々
と
親
睦
を
深
め
る
と
い
う
公
共
福
祉
的

要
素
が
認
め
ら
れ
る
。

　

宮
廟
信
仰
を
利
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は
、
交
陪
廟
や
分

霊
廟
と
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
筆
者
は
二
〇
一
九
年
三
月
に

台
北
市
の
大
龍
峒
保
安
宮
で
行
わ
れ
た
「
台
湾
保
生
大
帝
信
仰
総

会
第
四
届
第
三
次
会
員
大
会
」
に
南
寮
村
保
寧
宮
の
信
者
と
一
緒

に
参
加
し
た
。
大
会
に
は
保
生
大
帝
を
祀
る
一
九
二
宇
の
廟
の
約

三
千
人
の
信
者
が
参
加
し
た
。
合
同
祭
祀
を
行
っ
た
後
の
宴
会
に

は
、
蔡
英
文
台
湾
総
統
と
柯
文
哲
台
北
市
長
も
祝
辞
に
訪
れ
、
宗

教
外
交
を
展
開
し
た
。
南
寮
村
保
寧
宮
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
に

台
南
市
学
甲
慈
済
宮
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
保
生
大
帝
廟
宇
連
合

総
会
」
に
も
参
加
し
た
。
同
会
は
台
湾
以
外
に
大
陸
、
東
南
ア
ジ

ア
を
含
め
た
三
二
五
宇
の
保
生
大
帝
を
祀
る
宮
廟
が
参
加
し
て
、

保
生
大
帝
信
仰
を
靭
帯
と
し
た
国
家
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
が
提
唱
さ
れ
た
。

（
四
）
保
寧
宮
管
理
委
員
会

　

こ
こ
で
は
保
寧
宮
の
管
理
体
制
を
述
べ
る
。
現
在
、
宮
廟
は
管

理
委
員
会
を
設
け
て
運
営
収
支
を
公
開
管
理
し
て
い
る
。
管
理
委

員
会
は
以
下
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

主
任
委
員　

廟
の
運
営
管
理
の
最
高
責
任
者
。
外
部
の
祭
祀

活
動
に
参
加
す
る
時
に
廟
の
代
表
者
と
し
て
襷
を
か
け
る
。

　

会
計　

廟
の
会
計
管
理
を
行
う
。
毎
年
の
収
支
決
算
や
寄
進

者
の
名
前
と
金
額
を
必
ず
廟
の
壁
面
に
開
示
す
る
。

　

法
務
組　

廟
内
の
宗
教
行
事
を
執
り
行
い
、
村
に
伝
わ
る
法

術
を
子
供
た
ち
に
指
導
す
る
。
南
寮
村
の
法
師
団
の
歴
史
は
古
く
、

清
同
治
年
間
に
遡
る
こ
と
が
出
来
る
。
南
寮
村
出
身
の
許
返
（
一

八
七
四
年
生
）
は
、
少
年
期
に
大
陸
の
東
南
沿
岸
を
渡
り
歩
い
て
、

三
七
七



史
　
　
　
学
　
第
八
九
巻
　
第
四
号

）

六
四　
（

語
り
芸
を
し
な
が
ら
閭
山
派
の
法
術
を
身
に
つ
け
た
。
故
郷
に
戻

っ
た
許
返
は
、
保
寧
宮
の
保
生
大
帝
の
託
宣
を
受
け
、
大
陸
の
法

術
の
師
匠
か
ら
贈
ら
れ
た
呪
語
簿
、
符
録
簿
に
基
づ
く
閭
山
派
の

法
術
を
南
寮
村
の
人
々
に
伝
授
し
て
今
日
ま
で
至
っ
た
と
い（
う
）
44

。

村
内
に
現
存
す
る
許
返
の
故
居
は
澎
湖
県
の
歴
史
建
築
に
指
定
さ

れ
、
現
在
は
小
法
文
物
展
示
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
法
務
組
に
所
属
す
る
法
師
長
・
司
儀
・
法
師
・
小
法
・

乩
童
に
つ
い
て
順
に
説
明
す
る
。

①
法
師
長

　

法
師
長
は
澎
湖
に
伝
わ
る
法
術
に
造
詣
が
深
く
、
人
格
的
に
も

優
れ
村
人
の
尊
敬
を
集
め
る
役
職
で
あ
る
。
現
在
の
保
寧
宮
の
法

師
長
の
許
有
豊
氏
は
、
小
学
五
年
の
時
か
ら
保
寧
宮
で
習
得
し
た

閭
山
教
の
法
術
を
次
世
代
へ
継
承
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
。「
法
術
は
報
酬
を
得
る
た
め
で
な
く
、
人
に
奉
仕
す
る
た
め

に
行
う
こ
と
が
職
業
道
士
と
異
な
る
。」
こ
と
を
筆
者
に
強
調
さ

れ
、
法
務
組
の
活
動
内
容
や
南
寮
村
に
伝
わ
る
呪
語
簿
『
南
寮
保

寧
宮
小
法
咒
』
の
解
釈
等
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

②
司
儀

　

司
儀
は
祭
祀
儀
礼
の
進
行
を
取
り
仕
切
る
役
で
あ
る
。
祭
祀
儀

礼
の
時
に
伝
統
服
の
長
袍
を
着
て
、
祭
礼
の
参
列
者
に
神
へ
の
拝

礼
の
号
令
を
か
け
た
り
、
祭
文
を
読
み
上
げ
た
り
す
る
。
憑
依
し

た
乩
童
が
発
し
た
神
の
言
葉
を
理
解
し
て
、
人
々
に
説
明
す
る
役

目
を
、
南
寮
村
で
は
司
儀
が
行
う
。

③
法
師
団

　

法
術
に
精
通
し
た
成
人
男
性
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
法
術
の
重

要
な
儀
礼
を
執
行
し
た
り
、
乩
童
の
補
助
を
す
る
。
法
師
長
の
話

に
よ
る
と
、
か
つ
て
の
保
寧
宮
は
、
法
師
や
乩
童
に
よ
る
医
療
行

為
を
行
っ
て
お
り
、
村
に
は
保
生
大
帝
が
託
宣
し
た
薬
籤
を
処
方

す
る
薬
局
が
あ
っ
た
。
現
代
医
療
が
普
及
し
た
現
在
は
行
っ
て
い

な
い
と
い
う
。

④
小
法

　

小
法
と
は
、
法
術
の
修
行
中
で
あ
る
子
供
と
若
者
の
こ
と
を
指

す
。
現
在
南
寮
村
に
は
一
五
名
の
青
年
の
小
法
と
八
名
の
子
供
の

小
法
が
い
る
（
小
学
生
六
名
、
中
学
生
二
名
）。
南
寮
の
小
法
は

全
員
男
児
で
、
神
の
降
臨
を
要
請
す
る
儀
礼
の
時
に
は
太
鼓
を
た

た
い
て
呪
語
を
唱
え
る
。
神
誕
祭
祀
で
は
、
村
の
軍
営
を
護
る
五

営
将
軍
の
役
を
務
め
る
。

　

小
法
は
長
い
呪
語
を
覚
え
て
、
法
術
の
技
を
習
得
す
る
た
め
の

厳
し
い
訓
練
を
積
む
必
要
が
あ
る
。
小
法
が
行
う
儀
礼
の
中
に
は

流
血
を
伴
う
行
為
が
あ
る
。「
結
界
」
の
儀
礼
の
時
に
は
、
小
法

の
腕
に
将
軍
の
頭
が
つ
い
た
長
い
針
を
刺
し
た
ま
ま
踊
り
、
刺
が

付
い
た
球
で
自
ら
の
背
中
を
傷
つ
け
て
流
血
さ
せ
る
昔
か
ら
の
習
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俗
が
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。「
こ
れ
ら
の
子
供
の
身
体
を
傷
つ

け
る
習
俗
に
反
対
し
て
、
子
供
に
小
法
を
学
ば
せ
な
い
親
は
い
な

い
の
か
。」
と
司
儀
を
務
め
る
許
煌
稀
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次

の
様
に
答
え
ら
れ
た
。

　
「
確
か
に
澎
湖
の
ど
の
村
で
も
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
小
法
の

減
少
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
祭
祀
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
村
も
あ
る
。
法
術
の
習
得
よ
り
学
業
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
だ
と

考
え
て
、
子
供
に
小
法
を
学
ば
せ
な
い
親
も
多
い
。
南
寮
村
は
、

子
供
が
村
に
伝
わ
る
法
術
を
学
ぶ
こ
と
に
協
力
的
な
親
が
多
い
の

で
、
小
法
に
よ
る
儀
礼
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
儀
礼
の
中
に
子
供

に
針
を
刺
す
痛
み
を
伴
う
行
為
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
厳
し

い
環
境
下
で
村
や
家
族
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
勇
敢
な
人
間
に
な

っ
て
欲
し
い
。』
と
い
う
、
開
拓
者
で
あ
る
祖
先
の
教
え
を
後
世

に
継
承
さ
せ
た
い
か
ら
で
あ
る
。」

　

現
在
澎
湖
の
多
く
の
宮
廟
で
小
法
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
女
児
が
小
法
に
な
る
こ
と
を
認
め
る
村
や
、
小
法
に
参

加
す
る
子
供
に
自
転
車
や
奨
学
金
を
提
供
す
る
村
も
い
る
中
で
、

南
寮
村
は
伝
統
的
な
小
法
の
儀
礼
が
自
然
な
形
で
継
承
さ
れ
て
い

る
。

⑤
乩
童

　

村
に
は
保
生
大
帝
と
池
府
王
爺
と
哪
吒
王
子
が
憑
依
す
る
三
名

の
乩
童
が
い
る
。
乩
童
は
み
な
村
に
住
む
既
婚
男
性
で
、
村
で
安

定
し
た
職
業
に
就（
き
）
45

、
村
の
為
に
無
報
酬
で
乩
童
の
任
務
に
従
事

し
て
い
る
。
家
族
も
祭
祀
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
外
地
に
住
む
同
郷
人
に
保
寧
宮
の
祭
祀
儀
礼

の
動
画
を
公
開
し
て
い
る
。

　

乩
童
に
な
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
司
儀
の
許
氏
に
よ
る
と
、
少

年
期
か
ら
急
に
体
を
振
動
す
る
等
の
特
殊
な
兆
候
が
見
ら
れ
る
と

い
う
。
乩
童
は
神
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、

乩
童
に
な
る
た
め
に
は
、
必
ず
神
明
と
本
人
の
両
親
と
祖
父
母
の

承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
承
認
を
得
た
後
、
正
式
な
乩
童
に
な

る
に
は
、
廟
内
で
法
師
や
先
輩
乩
童
の
下
で
数
か
月
の
厳
し
い
訓

練
を
行
い
、
本
当
に
神
が
憑
依
し
て
神
の
言
葉
を
発
し
て
い
る
の

か
を
法
師
に
認
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

南
寮
村
の
三
名
の
乩
童
は
、
村
の
公
式
行
事
で
あ
る
保
寧
宮
の

祭
祀
儀
礼
の
時
に
、
保
生
大
帝
・
池
府
王
爺
・
哪
吒
王
子
に
憑
依

し
て
、
神
の
威
力
を
表
す
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
祭
祀
運
営

に
関
す
る
託
宣
を
す
る
。
個
人
の
健
康
問
題
・
事
業
・
人
間
関
係

等
に
関
す
る
質
問
に
神
が
憑
依
し
た
乩
童
が
答
え
る
「
問
神
」
は

実
施
し
な
い
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
乩
童
も
、
そ
の
言
葉

を
伝
え
る
司
儀
も
、
外
部
か
ら
雇
っ
た
職
業
宗
教
者
で
な
く
地
元

の
住
民
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
筆
者
は
、「
あ
な
た
は
乩
童

三
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を
信
じ
ま
す
か
。」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
を
何
人
か
の
村
人
に
尋

ね
て
み
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
村
人
は
「
乩
童
の
行
為
を
信
じ
る

か
ど
う
か
は
、
彼
の
村
で
の
日
ご
ろ
の
行
い
次
第
だ
。」
と
答
え
、

「
南
寮
村
の
三
人
の
乩
童
は
、
家
族
を
大
切
に
す
る
勤
勉
で
誠
実

な
人
柄
で
あ
る
。
い
つ
も
無
報
酬
で
誠
心
誠
意
を
尽
く
し
て
村
人

に
神
に
会
わ
せ
て
く
れ
る
の
で
、
村
人
は
彼
ら
に
感
謝
し
て
い

る
。」
と
答
え
て
く
れ
た
。
宮
廟
に
お
け
る
祭
祀
で
は
、
乩
童
の

表
現
も
あ
く
ま
で
も
村
に
継
承
さ
れ
た
規
範
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
る
公
的
行
為
な
の
で
あ
る
。

（
五
）
郷
老
の
選
出

　

保
寧
宮
の
祭
祀
運
営
は
、
保
寧
宮
管
理
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
以

外
に
、
各
甲
か
ら
選
出
さ
れ
た
郷
老
が
行
う
。

　

郷
老
は
毎
年
、「
頂
甲
」「
西
甲
」「
中
甲
」
の
三
つ
の
甲
地
区

か
ら
一
人
ず
つ
、
計
三
名
が
選
出
さ
れ
、
更
に
三
名
の
中
か
ら
毎

年
輪
番
で
一
人
が
、
総
責
任
者
で
あ
る
「
総
郷
老
」
の
役
に
就
く
。

（
例
え
ば
二
〇
一
八
年
の
総
郷
老
は
中
甲
、
二
〇
一
九
年
は
西
甲
、

二
〇
二
〇
年
は
頂
甲
が
担
当
す
る
）。
三
名
の
郷
老
は
祭
祀
儀
礼

の
時
、
伝
統
服
の
長
袍
を
着
て
、
各
甲
の
代
表
と
し
て
保
寧
宮
で

実
施
す
る
祭
祀
儀
礼
や
、
交
陪
廟
・
分
霊
廟
と
の
交
流
行
事
に
参

加
す
る
。

　

郷
老
は
各
甲
内
の
五
〇
歳
以
上
の
既
婚
男
性
が
輪
番
で
行
う
。

楊
・
陳
・
呉
三
姓
が
住
む
中
甲
の
場
合
は
三
姓
が
輪
番
で
郷
老
に

就
く
。
ど
の
甲
に
お
い
て
も
必
ず
一
度
は
郷
老
に
な
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
て
、
も
し
も
甲
内
の
有
資
格
者
全
員
が
一
回
任
に
就

い
た
ら
、
二
巡
目
が
輪
番
で
指
名
さ
れ
る
。
該
当
者
が
外
地
に
い

て
引
き
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
該
当
者
の
親
族
が
代
わ
り
に
行

う
。

　

南
寮
村
の
郷
老
は
、
祭
祀
以
外
に
村
が
所
有
す
る
天
然
紫
菜

（
岩
海
苔
）
の
採
取
権
の
統
括
も
行
う
。
南
寮
村
の
付
近
の
海
岸

沖
に
あ
る
雞
善
嶼
島
は
、
良
質
の
紫
菜
が
採
れ
る
無
人
島
で
あ
り
、

近
く
の
南
寮
村
・
菓
葉
村
・
紅
羅
村
の
三
村
が
古
く
か
ら
島
の
紫

菜
の
採
取
権
を
共
有
し
て
い
る
。
三
村
の
取
り
決
め
に
よ
っ
て
南

寮
村
は
五
年
間
に
二
年
、
紫
菜
の
採
取
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

南
寮
村
の
住
民
は
、
出
生
後
す
ぐ
に
保
寧
宮
が
管
理
す
る
「
人
口

冊
」
に
登
記
さ
れ
る
。
男
姓
が
一
六
歳
に
な
る
と
、
紫
菜
を
採
取

す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
。
郷
老
は
紫
菜
を
採
取
す
る
前
日
に
、

保
寧
宮
の
放
送
設
備
で
住
民
に
集
合
時
間
を
告
げ
、
翌
日
船
に
乗

っ
て
島
へ
上
陸
し
て
採
取
す
る
。
三
人
の
郷
老
は
、
当
日
の
収
穫

量
に
基
づ
き
収
穫
者
の
取
り
分
を
決
め
て
、
残
り
の
紫
菜
を
村
に

持
ち
帰
り
、
紫
菜
を
取
り
に
行
か
な
か
っ
た
村
民
全
員
に
等
し
く

分
配
す
る
。

三
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南
寮
村
は
清
代
の
行
政
区
画
で
あ
る
奎
壁
澳
に
帰
属
し
て
い
た

近
隣
の
北
寮
・
湖
西
・
湖
東
・
紅
羅
・
白
坑
村
と
現
在
も
兄
弟
関

係
を
結
ん
で
い
る
。
毎
年
三
月
二
八
日
に
は
六
村
の
郷
老
が
集
ま

り
、
共
通
の
祭
神
の
倉
頡
聖
人
の
神
誕
を
祝
っ
て
近
隣
六
村
の
結

束
を
確
認
す
る
。
以
前
は
こ
の
六
村
が
連
合
し
て
大
掛
か
り
な
王

爺
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
停
止
し
て
い
る
。

三
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表 4　南寮村保寧宮の主要行事一覧

月 日 行 事 名 行事内容

1 月 15 日 元宵節祭祀 湖東村との合同繞境

早春 繞境・鎮符 村を巡遊し五営に竹符を置く

3 月 15 日 保生大帝神誕祭祀 主神の神誕祭祀

3 月 28 日 倉頡聖人神誕儀礼 近隣六村の合同儀礼

冬 鎮符 五営の竹符の徴収

毎 1・15 日 犒軍儀礼 五営の神兵を労う

（
六
）‌�

保
寧
宮
の
収
支
シ
ス
テ
ム

　

保
寧
宮
内
で
は
主
に
表
４
の
祭
祀
儀
礼
が
定
期
的
に
実
施
さ
れ

る
。
そ
の
他
に
数
年
に
一
度
は
大
掛
か
り
な
記
念
祭
典
を
行
う
。

交
陪
廟
や
分
霊
廟
の
祭
典
に
参
加
す
る
た
め
に
高
雄
市
等
の
外
地

に
赴
く
機
会
も
多
い
。
祭
祀
活
動
や
保
寧
宮
の
管
理
費
用
を
ど
の

よ
う
に
し
て
調
達
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
収
支
シ
ス
テ
ム
を
簡
単

に
紹
介
し
た
い
。

　

保
寧
宮
の
財
政
管
理
は
保
寧
宮
管
理
委
員
会
の
会
計
委
員
が
行

う
。
保
寧
宮
の
主
な
収
入
は
、
村
の
住
民
か
ら
徴
収
す
る
丁
口
銭

の
収
入
と
個
人
か
ら
の
献
金
収
入
で
あ
る
。
筆
者
が
二
〇
一
八
年

の
元
宵
節
祭
祀
に
保
寧
宮
を
訪
れ
た
時
に
、
廟
内
に
は
日
本
の
祭

祀
と
同
様
に
、
祭
祀
へ
の
寄
進
者
の
名
前
と
金
額
以
外
に
、
二
〇

一
七
年
度
の
収
支
決
算
報
告
と
二
〇
一
八
年
度
の
丁
口
銭
の
徴
収

額
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。

　

以
下
、
南
寮
村
の
丁
口
銭
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
保
寧
宮
委
員

会
と
郷
老
は
二
〇
一
七
年
度
の
祭
祀
の
収
支
決
算
を
し
た
後
、
二

〇
一
八
年
度
の
祭
祀
活
動
を
行
う
た
め
に
住
民
か
ら
徴
収
す
る
丁

口
銭
の
総
金
額
を
七
〇
万
五
〇
〇
元
と
定
め
た
。
こ
の
総
金
額
を

二
〇
一
七
年
の
南
寮
村
の
総
丁
口
数
で
あ
る
一
四
〇
一
丁
口
で
割

っ
た
五
〇
〇
元
が
二
〇
一
八
年
度
の
一
人
当
た
り
の
丁
口
銭
の
徴

収
額
と
な
る
。
廟
内
に
は
、
各
甲
の
戸
長
の
名
前
と
丁
口
数
と
金

表5　南寮村丁口数内訳（2017年度）

甲頭名 戸数 丁口数 徴収額

頂甲 72 戸 588 丁口 294,000 元

中甲 41 戸 406 丁口 203,000 元

西甲 50 戸 407 丁口 203,500 元

合計 163 戸 1,401 丁口 700,500 元
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額
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
整
理
し
た
の
が
表
5
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
丁
口
銭
を
徴
収
す
る
丁
口
の
総
数

が
、
一
四
〇
一
丁
口
で
、
実
際
の
村
の
住
民
登
録
人
口
の
約
七
〇

〇
名
の
二
倍
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
三
六
丁
口
を
擁
す
る
戸

長
が
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
戸
」
が
住
居
と
生
計
を
共
に

す
る
人
の
集
ま
り
で
あ
る
「
世
帯
」
と
は
異
な
る
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
。
陳
有
澤
氏
に
よ
る
と
、
五
〇
〇
元
の
丁
口
銭
を
払
う
一
四

〇
一
丁
口
に
は
、
村
の
住
民
登
録
者
の
約
七
〇
〇
名
以
外
に
、
南

寮
村
を
離
れ
て
他
地
方
で
生
活
す
る
南
寮
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
収
入
が
な
い
乳
幼
児
や
老
人
も
丁
口
銭
を
支

払
う
と
い
う
。

　

こ
の
丁
口
銭
の
徴
収
基
準
か
ら
、
南
寮
村
の
宮
廟
で
あ
る
保
寧

宮
に
所
属
す
る
成
員
は
、
行
政
が
管
理
す
る
南
寮
村
の
住
民
と
異

な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
南
寮
村
に
生
ま
れ
て
保
寧
宮
の
丁
口

冊
に
登
記
さ
れ
た
人
々
は
、
南
寮
を
離
れ
て
も
保
寧
宮
の
主
神
で

あ
る
保
生
大
帝
を
紐
帯
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成
員
と
し
て
故

郷
の
人
々
と
の
関
係
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

　

以
上
、
南
寮
村
と
保
寧
宮
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
保
寧
宮
の
祭

祀
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
以
下
の
二
つ
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、
伝
統
的
な
祭
祀
運
営
方
法
を
継
承
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
伝
統
的
な
運
営
方
法
と
は
、
①
伝
統
的
な
基
層
組
織
で
あ
る

甲
頭
か
ら
輪
番
で
選
出
さ
れ
た
郷
老
に
よ
る
祭
祀
運
営
、
②
各
甲

頭
の
住
民
全
員
か
ら
徴
収
し
た
「
丁
口
銭
」
に
よ
る
祭
祀
費
用
の

調
達
、
③
村
に
伝
わ
る
法
術
を
子
供
に
伝
承
す
る
法
師
育
成
シ
ス

テ
ム
、
④
村
の
住
民
で
あ
る
法
師
や
乩
童
の
無
報
酬
に
よ
る
伝
統

儀
礼
の
実
施
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
的
な
運
営
方
法
が
現
在

も
継
承
さ
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
は
、
流
入
す
る
住
民
が
少
な
い

の
で
伝
統
的
な
地
縁
組
織
（
甲
頭
）
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

南
寮
社
区
発
展
協
会
が
前
述
の
「
農
村
再
生
計
画
」
を
実
施
す
る

中
で
、
保
寧
宮
の
宮
廟
信
仰
を
、
村
の
伝
統
文
化
と
し
て
継
承
す

る
こ
と
を
推
奨
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

二
つ
目
の
特
徴
は
、
保
寧
宮
が
地
域
の
伝
統
的
な
地
縁
組
織

（
甲
頭
）
を
基
盤
と
し
て
い
る
と
同
時
に
、
他
地
域
の
交
陪
廟
と

分
霊
廟
と
の
交
流
活
動
を
通
じ
て
外
部
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
積
極
的
に
構
築
し
て
い
く
、
開
か
れ
た
公
共
空
間
で
も
あ
る
点

で
あ
る
。
南
寮
村
の
住
民
は
、
近
隣
の
六
村
（
奎
壁
澳
）
の
兄
弟

関
係
や
兄
弟
廟
と
交
陪
廟
・
分
霊
廟
と
の
親
睦
関
係
を
非
常
に
重

視
し
て
い
る
。
南
寮
村
は
人
口
流
出
が
著
し
く
、
多
く
の
住
民
が

職
を
求
め
て
村
を
離
れ
て
い
っ
た
。
保
寧
宮
は
外
地
に
移
住
し
た

南
寮
村
出
身
者
に
対
し
て
も
丁
口
銭
を
徴
収
し
、
さ
ら
に
南
寮
村

出
身
者
が
多
い
地
域
に
は
分
霊
廟
を
置
い
て
い
る
。
村
の
住
民
が

宮
廟
信
仰
を
紐
帯
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
定
期
的
に
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相
互
訪
問
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
故
郷
を
離

れ
た
人
々
や
他
村
の
住
民
と
の
関
係
維
持
を
図
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

結
語

　

澎
湖
の
宮
廟
が
宗
教
空
間
（
宮
廟
）
と
公
共
空
間
（
公

廟
）
の
双
方
の
性
格
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
宮

廟
の
地
域
社
会
に
お
け
る
社
会
的
機
能
を
、
南
寮
村
の
保
寧

宮
を
中
心
に
考
察
し
た
。
開
拓
民
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
建

て
ら
れ
た
祠
は
、
定
住
後
の
社
会
の
変
遷
に
合
わ
せ
て
様
々

な
機
能
を
付
与
さ
れ
な
が
ら
、
村
の
守
護
神
を
祀
る
宮
廟
と

な
り
今
日
に
至
っ
た
。
南
寮
村
保
寧
宮
に
み
ら
れ
る
宮
廟
の

二
つ
の
性
格
を
図
１
に
示
し
た
。

　

保
寧
宮
に
見
ら
れ
る
公
共
空
間
と
し
て
の
「
公
廟
」
の
要

素
は
、
清
代
の
澳
甲
制
が
源
流
で
あ
る
甲
頭
組
織
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
。
各
甲
か
ら
選
ば
れ
た
郷
老
は
、
祭
祀
運

営
の
世
話
役
で
あ
る
と
同
時
に
、
村
の
公
有
財
産
の
管
理
や

隣
村
と
の
親
睦
関
係
の
維
持
等
の
地
域
社
会
に
お
け
る
公
的

業
務
を
担
っ
て
い
る
。
宗
教
空
間
と
し
て
の
「
宮
廟
」
の
要

素
は
、
清
末
に
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
法
教
を
操
る
法
師
や
乩

童
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
祭
祀
の
主
要
儀
礼
を
村
の

三
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図1　　南寮村保寧宮の二つの性格

宮廟 公廟

性格 宗教空間（聖） 公共空間（俗）

源流 法教（閭山派） 澳甲制（自治組織：行政・徴税）
清末～ 清中期～

構成員 法務組 甲頭組織（地縁組織）

　法師長　 司儀 　　　 総郷老 （輪番制）
　　↑

法師 　郷老　　 郷老 郷老
　　↑ 　　↑ 　　↑ 　　↑
　　↑成長 乩童 頂甲 中甲 西甲
　　小法

村内 村内 村内

村外 村外 村外
　　　　　　

外とのつながり 分霊廟 交陪廟 奎璧港社 近隣村との関係強化
北寮村保安宮 北寮村保安宮 北寮村、湖西村、湖東村
高雄市保安宮 後寮村威霊宮 紅羅村、白坑村
（同郷意識の繋がり）
臺灣保生大帝信仰総会
世界保生大帝廟宇連合総会

紐帯 　　　　　　保生大帝　 保生大帝 倉頡聖人

図 2　南寮村保寧宮の二つの性格
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子
供
の
小
法
が
行
い
、
小
法
が
大
人
に
な
る
と
法
師
や
法
師
長
と

な
る
と
い
う
法
術
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
確
立

さ
れ
て
い
る

　

保
寧
宮
に
宗
教
空
間
（
宮
廟
）
と
公
共
空
間
（
公
廟
）
の
双
方

の
性
格
が
備
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
宗
教
性
や
公
共
性
に
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
か
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

第
一
の
特
徴
は
、
宮
廟
に
所
属
す
る
宗
教
者
の
法
師
や
乩
童
が
、

地
域
社
会
と
神
に
奉
仕
す
る
と
い
う
公
的
宗
教
者
と
し
て
社
会
的

に
認
識
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
保
寧
宮
の
法
師
は
祭
祀
の
時
は

保
寧
宮
の
ス
タ
ッ
フ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
南
寮
村
の
代
表
者
と
し
て

神
と
住
民
の
仲
立
ち
を
す
る
。
日
常
で
は
子
供
た
ち
に
法
術
を
伝

授
し
、
無
報
酬
で
地
域
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て

い
る
。
乩
童
も
宮
廟
の
公
的
な
宗
教
儀
礼
を
無
報
酬
で
執
り
行
う

村
の
奉
仕
者
で
あ
る
。
主
神
が
憑
依
し
た
乩
童
は
、
村
を
統
治
す

る
神
と
な
り
、
管
轄
地
域
を
定
期
的
に
巡
回
し
、
村
の
公
式
の
代

表
者
と
し
て
他
地
域
の
宮
廟
に
赴
き
、
神
同
士
の
親
睦
を
通
じ
て

地
域
間
交
流
を
実
践
し
て
い
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
地
域
社
会
の
公
的
空
間
で
あ
る
保
寧
宮
が
、

宮
廟
信
仰
を
利
用
し
て
重
層
的
な
公
的
領
域
を
構
築
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
保
寧
宮
に
納
め
る
丁
口
銭
は
血
縁
関
係
で
結
ば
れ
た
戸

長
単
位
で
徴
収
さ
れ
、
そ
れ
を
地
縁
組
織
の
甲
の
代
表
者
の
郷
老

が
ま
と
め
る
。
保
寧
宮
は
三
つ
の
甲
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
南
寮

村
の
公
的
領
域
と
し
て
機
能
し
、
紫
菜
の
採
取
権
の
公
有
財
産
を

管
理
し
て
い
る
。
廟
に
は
各
甲
を
象
徴
す
る
三
尊
の
神
が
祀
ら
れ

乩
童
に
憑
依
す
る
。
ま
た
、
こ
の
一
帯
の
紫
菜
の
採
取
場
は
、
南

寮
村
を
含
む
近
隣
村
に
よ
っ
て
共
同
管
理
さ
れ
て
い
る
。
清
代
に

一
つ
の
行
政
区
画
に
属
し
て
い
た
六
村
（
奎
壁
澳
）
は
共
有
財
産

の
管
理
等
を
通
じ
て
古
く
か
ら
協
力
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
六
村

の
郷
老
は
六
村
の
ま
と
ま
り
を
象
徴
す
る
倉
頡
聖
人
の
神
誕
日
に

集
ま
っ
て
協
力
関
係
の
維
持
を
確
認
す
る
。
清
代
か
ら
こ
の
地
区

に
存
在
す
る
甲＜

南
寮
村＜

奎
壁
澳
六
村
と
い
う
重
層
的
な
公
的

領
域
が
宮
廟
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
現
在
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

他
地
域
の
宮
廟
と
交
陪
廟
・
分
霊
廟
の
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
外
部
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
不
断
に
構
築
し
て
い
く

開
か
れ
た
公
共
空
間
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
も
注
目
に
値
し
よ

う
。
南
寮
村
の
住
民
は
、
兄
弟
廟
・
交
陪
廟
・
分
霊
廟
と
定
期
的

に
相
互
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
故
郷
を
離
れ
た
人
々
や
他
村

の
住
民
と
の
友
好
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
南
寮
村
に
生
ま
れ
て

保
寧
宮
の
丁
口
冊
に
登
記
さ
れ
た
人
々
は
、
南
寮
を
離
れ
て
も
保

寧
宮
を
紐
帯
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成
員
と
し
て
丁
口
銭
を
払

い
、
故
郷
の
人
々
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
人
口
流
出
が
激

三
八
四
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し
く
高
齢
の
農
民
が
大
半
を
占
め
る
南
寮
村
に
と
っ
て
、
宮
廟
信

仰
は
地
域
社
会
の
住
民
が
多
様
な
社
会
関
係
を
結
び
充
実
し
た
公

共
活
動
を
展
開
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

開
拓
民
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
設
け
ら
れ
た
祠
が
「
宮
廟
」
へ

と
変
貌
し
て
い
く
過
程
で
行
わ
れ
た
宗
教
活
動
と
公
共
活
動
が
相

互
に
影
響
し
あ
っ
た
結
果
、
南
寮
村
の
保
寧
宮
は
、
住
民
が
日
常

生
活
を
維
持
し
て
い
く
上
で
必
要
な
多
様
な
機
能
を
も
つ
地
域
社

会
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
定
着
し
た
。
前
述
の
如
く
、
現
在

の
南
寮
村
は
、
村
が
立
ち
上
げ
た
農
村
再
生
計
画
と
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
高
評
価
を
得
て
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
村
と
な
っ
た
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
保
寧
宮
で
の
各
種
の
住
民
参
加
型
の
祭

祀
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
人
々
を
中
核
と
し
て
展
開
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
宮
廟
の
祭
祀
活
動
を
通
じ
て
得
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
現
場
で
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
こ
と
が
、
住
民
主
導
型

の
エ
コ
ー
リ
ズ
ム
の
成
功
に
繋
が
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

か
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
澎
湖
諸
島
の
宮
廟
を
考
察
対
象
と
し
た
が
、
宮
廟
は

台
湾
本
島
の
各
地
に
遍
く
存
在
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
一
月
に

蔡
英
文
が
再
選
さ
れ
た
台
湾
総
裁
選
挙
に
お
い
て
は
、
民
進
党
の

三
八
五

蔡
英
文
総
統
と
国
民
党
の
韓
国
瑜
が
、
当
選
を
果
た
す
た
め
に
、

台
湾
各
地
の
宮
廟
を
精
力
的
に
参
拝
し（
た
）
46

。
蔡
英
文
は
半
年
で
百

以
上
の
宮
廟
を
参
拝
し
た
こ
と
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
に
「
宮
廟
総

統
」
と
揶
揄
さ
れ
た
。
筆
者
が
二
〇
一
九
年
三
月
に
台
北
市
の
大

龍
峒
保
安
宮
で
行
わ
れ
た
「
台
湾
保
生
大
帝
信
仰
総
会
」
に
保
寧

宮
の
信
者
と
参
加
し
た
時
も
、
蔡
英
文
総
統
と
柯
文
哲
台
北
市
長

が
祝
辞
に
訪
れ
て
い
た
。
台
湾
の
政
治
家
は
、
宮
廟
を
参
拝
す
る

こ
と
で
住
民
と
触
れ
あ
い
、
そ
の
地
域
を
重
視
し
て
い
る
と
印
象

付
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
認
識
し
て
い
る
。
台
湾
社
会
に
お
い
て

は
、
公
共
性
と
宗
教
性
を
相
備
え
た
各
地
の
宮
廟
が
、
民
意
を
吸

収
で
き
る
重
要
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
現
在
も
機
能
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

註（1
）　

余
光
弘
・
黄
有
興
編
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
。
宗
教
志
、

二
〇
〇
五
年
、
第
一
章
澎
湖
的
寺
廟
、
一
五
頁
。（
澎
湖
県
政
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
、（
二
〇
二
〇
年
三
月
五
日
参
照
）。

https://w
w
w
.penghu.gov.tw

/ebook/15/m
obile/index.

htm
l

（
2
）　

天
后
宮
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
蔡
福
松
（
渋
谷
裕
子
訳
）「
澎

湖
諸
島
に
お
け
る
宮
廟
信
仰
の
価
値
と
現
代
社
会
に
お
け
る
役
割

に
つ
い
て
」『
人
文
社
会
科
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部

社
会
文
化
領
域
）』
五
九
巻
、
二
〇
一
九
年
参
照
。
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（
3
）　

台
湾
の
民
間
信
仰
研
究
に
つ
い
て
は
、
林
美
容
・
三
尾
裕
子
編

『
台
湾
民
間
信
仰
研
究
文
献
目
録
』
風
響
社
、
一
九
九
八
年
を
参
照
。

香
港
・
広
東
地
域
の
民
間
信
仰
に
関
し
て
は
、
志
賀
市
子
「
香

港
・
広
東
地
域
の
宗
教
文
化
に
関
す
る
邦
文
文
献
、
回
顧
と
展

望
」『
東
京
成
徳
大
学
研
究
紀
要
』
八
号
、
二
〇
〇
一
年
を
参
照
。

（
4
）　

渋
谷
裕
子
「
安
徽
省
徽
州
地
方
に
お
け
る
越
国
公
祭
祀
の
時
代

的
変
遷
に
つ
い
て
」『
人
文
社
会
科
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
創
造
理

工
学
部
社
会
文
化
領
域
）』
五
六
巻
、
二
〇
一
六
年
、
同
「
福
建
省

晋
江
市
に
お
け
る
マ
ニ
光
仏
（
マ
ニ
教
）
信
仰
に
つ
い
て
」『
人
文

社
会
科
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
社
会
文
化
領
域
）』

五
七
巻
、
二
〇
一
七
年
。

（
5
）　

室
田
武
「
山
野
海
川
の
共
的
世
界
」
室
田
武
編
著
『
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
の
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇

九
年
、
二
八
頁
。

（
6
）　

菅
豊
「
中
国
の
伝
統
的
コ
モ
ン
ズ
の
現
代
的
含
意
」
室
田
前
掲

書
所
収
、
二
三
〇
頁
。

（
7
）　

澎
湖
県
政
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
美
麗
澎
湖
、
自
然
環
境
・
地
理

を
参
照
（
二
〇
二
〇
年
三
月
二
〇
日
参
照
）。

https://w
w
w
.penghu.gov.tw

/ch/hom
e.jsp?id=10173

（
8
）　

趙
汝
适
『
諸
蕃
志
』
上
巻
、
毗
舍
耶
「
泉
有
海
島
曰
澎
湖
、
隸

晋
江
県
、
与
其
国
密
邇
、
煙
火
相
望
。
時
至
寇
掠
、
其
来
不
測
、

多
罹
生
啖
之
害
、
居
民
苦
之
。」

（
9
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
三
、
人
民
志
、
第
一
章
人
口
、
六
頁
。

（
10
）　

黄
有
興
『
澎
湖
的
民
間
信
仰
（
協
和
臺
灣
叢
刊
二
九
）』
台
北
、

臺
原
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
四
頁
。

（
11
）　

台
湾
の
王
爺
神
に
つ
い
て
は
三
尾
裕
子
「〈
鬼
〉か
ら〈
神
〉へ
―

台
湾
漢
人
の
王
爺
信
仰
に
つ
い
て
―
」『
民
族
学
研
究
』
五
五
巻
三

号
、
一
九
九
〇
年
、
藤
野
陽
平
「
台
湾
の
地
方
祭
祀
に
み
る
民
俗

的
健
康
観
―
小
琉
球
に
お
け
る
王
爺
の
迎
王
祭
典
の
事
例
か
ら
」

『
人
間
と
社
会
の
探
究
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀

要
）』
五
八
巻
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

（
12
）　

澎
湖
の
五
営
に
つ
い
て
は
曾
光
棣
『
澎
湖
的
五
営
～
以
空
間
角

度
来
看
～
』
澎
湖
県
、
澎
湖
県
立
文
化
中
心
、
一
九
九
九
年
。

（
13
）　

胡
建
偉
『
澎
湖
紀
略
』
巻
三
「
凡
甲
內
一
家
有
犯
不
挙
報
、
十

家
連
坐
。
至
甲
內
有
曾
為
盗
竊
犯
有
案
者
、
著
令
取
保
管
束
、
官

仍
設
簿
記
名
。
十
家
之
人
、
尤
要
敦
睦
、
患
難
相
恤
、
有
無
相
通
、

教
訓
子
弟
、
毋
作
非
為
、
各
安
生
業
、
毋
好
間
游
手
。」

（
14
）　

光
緒
『
澎
湖
庁
志
』
巻
三
、
戸
口
、「
每
澳
各
設
澳
甲
数
人
、

以
徵
收
銭
糧
。
或
一
社
一
人
、
或
一
社
数
人
。
如
南
寮
一
社
四
姓
、

則
設
澳
甲
四
人
以
分
理
之
。」

（
15
）　

陳
憲
明
・
林
文
鎮
『
澎
湖
的
農
漁
業
文
化
：
西
嶼
郷
與
白
沙
郷

離
島
篇
』
澎
湖
県
、
澎
湖
県
文
化
局
、
二
〇
〇
三
年
、
二
六
六
頁
。

『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
一
章
、
四
頁
。

（
16
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
一
章
四
～
八
頁
。

（
17
）　

石
滬
（
石
干
見
）
と
は
沿
岸
部
に
石
な
ど
を
積
み
、
潮
の
満
ち

引
き
を
利
用
し
て
魚
を
捕
る
漁
法
で
あ
る
。
澎
湖
の
石
滬
に
つ
い

て
は
、
田
和
正
孝
「
澎
湖
列
島
北
部
に
お
け
る
石
滬
の
利
用
と
所

有
―
一
九
一
〇
年
代
の
漁
業
権
免
許
申
請
資
料
の
分
析
を
通
じ
て

―
」
同
『
石
干
見
の
文
化
誌
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
九
年
所
収
。

（
18
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
一
章
、
六
頁
。

（
19
）　

陳
憲
明
「
澎
湖
北
海
一
帯
無
人
島
紫
菜
最
終
的
領
域
管
理
」

『
地
理
研
究
報
告
』
第
一
七
期
、
一
九
九
一
年
。
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（
20
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
一
章
、
八
頁
。

（
21
）　

陳
憲
明
前
掲
論
文
。

（
22
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
二
章
、
法
師
与
乩

童
、
二
五
～
四
四
頁
。

（
23
）　

台
湾
の
法
師
に
つ
い
て
は
、
劉
枝
萬
「
台
湾
の
道
教
」
同
『
台

湾
の
道
教
と
民
間
信
仰
』
風
響
社
、
一
九
九
四
年
、
一
七
三
～
二

一
三
頁
。
古
家
信
平
「
王
法
師
の
生
活
史
と
儀
礼
」
同
『
台
湾
漢

人
社
会
に
お
け
る
民
間
信
仰
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九

年
、
二
三
一
～
二
五
四
頁
。
松
本
浩
一
『
中
国
の
呪
術
』
大
修
館

書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

（
24
）　

澎
湖
の
法
師
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
を
参
照
し
た
。
黄
有

興
前
掲
書
。
黄
有
興
・
甘
村
吉
『
澎
湖
民
間
祭
典
儀
式
与
応
用
文

書
』
澎
湖
県
、
澎
湖
県
文
化
局
、
二
〇
〇
三
年
。
甘
村
吉
『
澎
湖

廟
宇
的
法
師
与
乩
童
図
録
』
澎
湖
県
、
澎
湖
県
文
化
局
、
二
〇
一

〇
年
。
甘
村
吉
・ 

陳
定
国
『
澎
湖
宮
廟
小
法
与
祭
祀
科
儀
』
澎
湖

県
、 

澎
湖
県
政
府
文
化
局
、
二
〇
一
四
年
。

（
25
）　

甘
村
吉
・
陳
定
国
前
掲
書
。

（
26
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
九
、
衛
生
志
、
第
一
章
、
五
頁
。

（
27
）　

甘
村
吉
・
陳
定
国
前
掲
書
、
一
九
頁
。

（
28
）　

劉
枝
萬
『
台
湾
の
法
教
』
風
響
社
、
二
〇
一
八
年
、
一
七
頁
。

（
29
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
二
章
、
三
四
頁
。

（
30
）　

註
１
書
、
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
二
章
、
三
五
頁
。

（
31
）　
『
妙
法
宝
筏
』
は
澎
湖
に
伝
わ
る
呪
簿
で
、
一
九
五
八
年
に
当

時
の
宮
廟
の
法
師
長
の
林
石
頭
に
よ
っ
て
重
版
さ
れ
た
版
本
が
文

澳
祖
師
廟
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

（
32
）　

こ
の
故
事
は
前
掲
『
妙
法
宝
筏
』
重
版
本
に
記
載
。
そ
の
全
文

が
高
怡
萍
『
澎
湖
群
島
的
聚
落
、
村
廟
與
犒
軍
儀
式
』
澎
湖
県
、

澎
湖
県
立
文
化
中
心
、
一
九
九
八
年
、
九
六
頁
に
所
収
さ
れ
て
い

る
。

（
33
）　

福
建
省
の
マ
ニ
教
信
仰
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
前
掲
「
福
建
省
晋

江
市
に
お
け
る
マ
ニ
光
仏
（
マ
ニ
教
）
信
仰
に
つ
い
て
」。

（
34
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
二
章
二
五
～
三
二

頁
。

（
35
）　

東
南
ア
ジ
ア
の
乩
童
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
、
佐
々
木

宏
幹
『
ス
ピ
リ
チ
ャ
ル
・
チ
ャ
イ
ナ　

現
代
華
人
社
会
の
庶
民
宗

教
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
九
年
。
福
浦
厚
子
『
都
市
の
寺
廟
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
神
聖
空
間
の
人
類
学
』
春
風
社
、
二
〇
一
八

年
が
あ
る
。

（
36
）　
『
続
修
澎
湖
県
志
』
巻
一
二
、
宗
教
志
、
第
二
章
、
三
九
頁
。

（
37
）　

南
寮
村
に
関
す
る
情
報
は
、
南
寮
社
区
発
展
協
会
の
陳
有
澤
理

事
長
へ
の
聞
き
取
り
調
査
と
、
同
発
展
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
に
し
た
。「
澎
湖
南
寮
環
境
教
育
園
区
・
澎
湖
県
南
寮
社
区
発

展
協
会
」（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
〇
日
参
照
）。

https://nanliao9921759.w
ordpress.com

 2/test2/

（
38
）　

亀
と
い
う
の
は
北
寮
村
に
あ
る
山
を
海
か
ら
見
る
と
亀
の
よ
う

に
見
え
た
か
ら
と
言
わ
れ
、
そ
の
文
字
面
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で

「
亀
」
を
「
奎
」
へ
変
更
し
た
。

（
39
）　
「
社
区
営
造
」
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
を
示
す
言
葉
で
あ
り
、

一
九
九
四
年
に
行
政
院
文
化
建
設
委
員
会
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ

た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
の
取
り
組
み
を
指
し
て
い
る
。
唐
燕
霞

「
台
湾
の
社
区
営
造
と
住
民
自
治
―
中
国
の
社
区
自
治
へ
の
イ
ン
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
」『
総
合
政
策
論
叢
（
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策



史
　
　
　
学
　
第
八
九
巻
　
第
四
号

）

七
四　
（
三
八
八

学
会
）』
三
一
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
40
）　

台
湾
政
府
か
ら
は
「
社
区
空
間
営
造
競
賽
」（
二
〇
一
三
、
二

〇
一
三
年
）、「
国
家
環
境
教
育
賞
（
二
〇
一
五
年
）」、「
低
碳
永
續

家
園
認
證
（
持
続
可
能
低
酸
素
地
区
認
定
証
、
二
〇
一
六
年
）」
を

受
賞
し
た
。

（
41
）　

保
生
大
帝
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
保
子
『
保
生
大
帝　

台
北
大
龍

峒
保
安
宮
の
世
界
』
春
風
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
42
）　
『
南
寮
保
寧
宮
重
建
落
成
碑
記
』
保
寧
宮
「
…
溯
我
先
民
、
源

其
泉
州
、
為
避
秦
氛
、
移
居
奎
壁
、
榛
狉
既
攵启
、
飲
食
稍
豊
、
而

癘
疫
時
作
、
澳
中
耆
老
為
求
人
境
雨
安
、
乃
赴
後
寮
威
霊
宮
、
卜

取
保
生
大
帝
分
身
、
回
澳
奉
祀
、
建
保
寧
宮
於
社
右
、
座
癸
向
丁
、

時
在
有
明
崇
禎
十
二
年
（
尤
耆
老
吳
胆
石
先
生
考
証
）。
嗣
後
澳
中

人
丁
滋
蕃
、
善
信
日
多
…
。」

（
43
）　

国
分
直
一
「
澎
湖
島
の
民
話
と
俗
信
」『
壺
を
祀
る
村
』
法
政

大
学
出
版
局
、
一
九
八
一
年
、
一
九
九
頁
。

（
44
）　

甘
村
吉
前
掲
書
、
三
〇
頁
。

（
45
）　

一
人
は
地
元
で
採
れ
た
魚
を
売
る
仕
事
、
一
人
は
建
築
関
係
、

一
人
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し
て
い
る
。

（
46
）　

福
岡
静
哉
「
台
湾
総
統
選
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
道
教
寺
院

『
廟
』
を
巡
る
攻
防
」（『
デ
ジ
タ
ル
毎
日
』、
二
〇
二
〇
年
一
月
七

日
）。（
二
〇
二
〇
年
二
月
二
〇
日
参
照
）。

https://m
ainichi.jp/prem

ier/politics/articles/20200106/
pol/00m

/010/009000c

（
付
記
）　

今
回
の
南
寮
村
で
の
現
地
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
南
寮
村
の

住
民
の
皆
様
に
大
変
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
南
寮
社
区
発
展
協
会

の
陳
有
澤
理
事
長
と
鄭
秋
環
夫
人
に
は
、
全
て
の
面
に
お
い
て
お

世
話
に
な
っ
た
。
保
寧
宮
法
務
組
の
許
煌
稀
司
儀
と
許
有
豊
法
師

長
に
は
保
寧
宮
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
調

査
中
に
は
蘇
秀
真
女
史
、
深
耕
文
化
耕
作
坊
の
王
真
儒
・
劉
謦

榕
・
黄
玉
真
女
史
に
ご
助
力
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。


